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九

中
華
人
民
共
和
国
初
期
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
と
大
衆
運
動

―
天
津
市
の
事
例
か
ら
―

戸
　
部
　
　
　
健

は
じ
め
に

中
国
に
近
代
教
育
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
変
や
戦
争
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

小
学
校
の
レ
ベ
ル
で
す
ら
そ
れ
は
な
か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
情
況
は
南
京
国
民
政
府
期
の
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
徐
々
に
変

わ
り
始
め
、
都
市
を
中
心
に
就
学
率
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
政
府
に
よ
る
各
種
督
促
行
為
が
功
を
奏
し
た
こ
と
も
あ
り
、

一
九
五
〇
年
代
に
は
か
な
り
の
改
善
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
初
等
教
育
の
不
備
を
補
足
す
る
目
的
で
学
校
外
教
育
、
す
な
わ
ち
「
社
会
教
育（

１
）」

も
特
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
急
速
に
発
展
す
る
。
そ
し
て
、
や
は
り
一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
こ
う
し
た
「
社
会
教
育
」（
図
書
館
、
博
物

館
、
文
化
館
お
よ
び
識
字
班
〔
識
字
ク
ラ
ス
〕
な
ど
）
と
関
わ
り
を
持
つ
人
の
数
が
史
上
空
前
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
一
九
二
〇

年
代
後
半
以
降
、
社
会
で
暮
ら
す
相
当
数
の
人
が
初
等
教
育
で
あ
れ
「
社
会
教
育
」
で
あ
れ
、
何
ら
か
の
近
代
教
育
と
関
係
を
有
す
る
よ
う
に



一
〇

な
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
時
期
中
国
は
国
内
（
国
共
間
の
争
い
な
ど
）、
そ
し
て
国
外
（
満
洲
事
変
、
日
中
戦
争
、

朝
鮮
戦
争
な
ど
）
に
お
い
て
極
め
て
大
き
な
危
機
を
抱
え
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
関
連
で
、
時
代
を
追
う
ご
と
に
国
が

教
育
に
介
入
す
る
度
合
い
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
国
家
と
社
会
の
関
係
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
華
北
の
開
港
都
市
で
あ
る
天
津
の
「
社
会
教
育
」
を
例
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら

一
九
四
〇
年
代
ま
で
の
情
況
を
検
討
し
て
き
た（

２
）。

本
稿
は
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
中
華
人
民
共
和
国
初
期
、
特
に
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま

で
の
天
津
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
盛
ん
に
展
開
さ
れ
た
各
大
衆
運
動
と
「
社
会
教
育
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、「
社
会
教
育
」
が
扱
う
業
務
の
範
囲
は
非
常
に
広
い
の
で
、
本
稿
で
は
、「
社
会
教
育
」
の
末
端

機
関
の
一
つ
で
あ
る
文
化
館
と
い
う
施
設
が
行
っ
た
識
字
教
育
お
よ
び
宣
伝
の
動
向
を
中
心
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
関
連
す

る
団
体
（
工
人
業
余
学
校
、
識
字
運
動
委
員
会
）
に
よ
る
識
字
教
育
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

本
課
題
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
ま
ず
当
該
時
期
の
「
社
会
教
育
」
に
つ
い
て
だ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
教
育
史
の
枠

組
み
で
論
じ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
歴
史
学
的
な
視
点
、
お
よ
び
前
述
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
論
じ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い（

３
）。

近
年
、
筆

者
は
長
期
的
な
視
野
の
も
と
に
清
末
か
ら
一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
天
津
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
に
つ
い
て
概
観
し
た（

４
）。

た
だ
、
そ
こ
で
も

一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
動
向
に
つ
い
て
は
史
料
上
の
問
題
も
あ
り
、
ご
く
簡
単
な
考
察
に
留
ま
っ
て
い
る
。

他
方
、
都
市
を
中
心
に
こ
の
時
期
、
抗
美
援
朝
運
動
（
朝
鮮
戦
争
に
際
し
て
ア
メ
リ
カ
に
反
対
し
北
朝
鮮
を
援
助
）、
反
革
命
分
子
鎮
圧
運
動

（
国
民
党
や
反
共
産
党
系
組
織
の
関
係
者
、「
匪
賊
」、
宗
教
的
秘
密
結
社
な
ど
の
取
締
り
）、
民
主
改
革
運
動
（
知
識
人
の
思
想
統
制
）、
三
反
運

動
（
党
や
政
府
機
関
お
よ
び
国
営
企
業
に
お
け
る
汚
職
、
浪
費
、
官
僚
主
義
に
反
対
）、
五
反
運
動
（
民
営
企
業
の
贈
賄
、
脱
税
、
加
工
に
お
け

る
原
料
の
抜
き
取
り
と
手
抜
き
、
国
家
資
材
の
窃
取
、
国
家
の
経
済
情
報
の
摂
取
に
反
対
）
な
ど
様
々
な
大
衆
運
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
う



一
一

し
た
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
出
て
い
る
。
そ
の
う
ち
本
稿
の
問
題
意
識
と
関
係
す
る
も
の
と
し
て
泉
谷
陽
子
氏
、
金
野
純
氏
、

岩
間
一
宏
氏
の
著
書
お
よ
び
日
本
上
海
史
研
究
会
の
論
文
集
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（

５
）。

そ
れ
ぞ
れ
大
衆
運
動
に
よ
っ
て
国
家
と
社
会
と
の
関
係
、

社
会
や
階
層
構
造
な
ど
が
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
。
た
だ
し
、
各
氏
と
も
に
、
大
衆
運
動
に
お
い
て
「
社

会
教
育
」
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
泉
谷
氏
の
研
究
を
除
き
、
考
察
地
域
が
上
海
に
偏
っ
て
い
る
の

も
特
徴
的
で
あ
る（

６
）。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
の
関
心
に
応
え
る
よ
う
な
研
究
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
主
に
天
津
市

檔
案
館
所
蔵
の
「
天
津
市
文
化
局
」・「
天
津
市
識
字
運
動
委
員
会
」
関
係
檔
案
お
よ
び
天
津
市
教
育
局
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
『
天
津
教
育
』

（
中
国
国
家
図
書
館
の
も
の
を
利
用
）
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
な
ど
を
も
と
に
、
人
民
共
和
国
初
期
天
津
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の

動
向
お
よ
び
そ
れ
と
大
衆
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
当
該
時
期
天
津
に
お
け
る
各
大
衆
運
動
に
つ
い
て
は
ケ
ネ

ス
・
リ
バ
ソ
ー
ル
氏
が
概
観
し
て
お
り（

７
）、

本
稿
を
纏
め
る
に
当
た
っ
て
大
い
に
参
考
に
し
た
が
、
抗
美
援
朝
運
動
と
反
革
命
分
子
鎮
圧
運
動
（
以

後
、
反
鎮
運
動
と
略
す
）
な
ど
に
関
し
て
筆
者
と
見
解
が
異
な
る
点
も
あ
る
。
適
宜
指
摘
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
一
章　
「
社
会
教
育
」
の
展
開

国
共
内
戦
中
の
一
九
四
九
年
一
月
一
五
日
、
天
津
は
共
産
党
に
よ
っ
て
「
解
放
」
さ
れ
た
。
共
産
党
軍
は
早
速
天
津
の
各
行
政
機
関
の
接
収

に
取
り
か
か
っ
た
。
接
収
対
象
に
は
も
ち
ろ
ん
教
育
局
や
各
教
育
機
関
（
市
立
の
中
等
学
校
、
小
学
校
、
民
衆
教
育
館
、
図
書
館
、
体
育
場
）

も
含
ま
れ
て
い
た
。
た
だ
、
接
収
の
過
程
で
職
を
追
わ
れ
た
者
は
、
教
育
局
の
職
員
を
除
け
ば
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
特
に
教
育
機
関
に
お
い

て
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

８
）。

例
え
ば
、
中
等
学
校
の
教
職
員
の
場
合
、
訓
育
主
任
や
極
端
な
反
動
分
子
以
外
は
現
職
の
ま
ま
留
め
置
か
れ



一
二

た（
９
）。

授
業
に
つ
い
て
も
、
公
民
や
党
義
な
ど
「
反
動
的
」
な
課
程
を
排
除
し
た
上
で
、
二
月
三
日
ま
で
に
全
学
校
で
再
開
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の

後
、
夏
休
み
期
間
中
の
七
・
八
月
に
中
・
小
学
校
の
教
職
員
の
思
想
教
育
を
目
的
と
し
た
講
習
班
が
開
催
さ
れ
、
市
立
中
・
小
学
校
の
全
教
職
員

の
四
〇
％
に
当
た
る
二
〇
四
四
名
が
参
加
し
た
。「
社
会
教
育
」
の
教
職
員
に
対
し
て
も
八
月
一
九
日
に
社
会
教
育
工
作
者
大
会
が
開
か
れ
、
二
百

人
余
り
が
参
加
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
天
津
で
は
、
中
華
民
国
時
代
の
遺
産
を
改
造
し
つ
つ
利
用
す
る
こ
と
で
、
新
時
代
の
教
育
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
本
章
で
は
、「
社
会
教
育
」
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
一
九
五
三
年
ま
で
の
動
向
を
概
観
す
る
。

一　

初
等
教
育
の
普
及
状
況

そ
も
そ
も
当
時
の
天
津
に
は
、「
社
会
教
育
」
を
受
け
る
べ
き
対
象
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
社
会
教
育
」
の
動
向
に
つ

い
て
検
討
す
る
前
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

清
末
以
来
、「
社
会
教
育
」
の
主
な
対
象
者
は
「
失
学
者
」、
す
な
わ
ち
学
齢
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
学
校
に
通
学
し
て
い
な
い
児
童

（「
失
学
児
童
」
と
呼
ば
れ
た
）、
そ
し
て
失
学
者
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
（「
失
学
民
衆
」
と
呼
ば
れ
た
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

「
失
学
児
童
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
徐
々
に
で
は
あ
る
が
着
実
に
減
少
し
て
い
た（

（（
（

。

な
お
、
一
九
五
一
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
『
天
津
教
育
』
第
一
〇
期
に
掲
載
さ
れ
た
張
国
藩
「
天
津
市
一
九
五
〇
年
教
育
工
作
的
基
本
総
結
」

に
は
、
一
九
五
〇
年
に
お
け
る
就
学
情
況
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
市
・
私
立
小
学
校
総
数
は
四
一
六
校
、
学
生
は

一
七
万
五
六
四
〇
人
、
さ
ら
に
省
立
小
学
校
、
人
民
義
務
小
学
校
、
私
立
補
習
小
学
校
の
学
生
を
加
え
る
と
一
八
万
五
六
一
八
人
と
な
る
。

一
九
五
〇
年
七
月
に
公
安
局
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
市
内
の
学
齢
児
童
（
七
～
一
五
歳
）
は
二
四
万
七
四
六
四
人
な
の
で
、
就
学
率
は

七
五
％
と
な
る（

（（
（

。
正
規
の
小
学
校
で
は
な
い
人
民
義
務
小
学
校
、
私
立
補
習
小
学
校
の
学
生
数
を
除
い
て
も
就
学
率
は
七
〇
％
を
超
え
る
。
こ

こ
か
ら
、
一
九
五
〇
年
の
段
階
で
、
天
津
に
お
け
る
「
失
学
児
童
」
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
趨
勢
は
そ
の
後
も



一
三

続
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
天
津
に
お
い
て
、「
失
学
児
童
」
は
「
社
会
教
育
」
の
対
象
か
ら
ほ
ぼ
外
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
（
図
書
館
や
博
物
館
な
ど
と
の
関
わ
り
は
別
だ
が
）。

以
上
の
状
況
よ
り
、
当
時
の
「
社
会
教
育
」
の
対
象
は
主
に
「
失
学
民
衆
」
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
文
盲
の
下
層
労
働
者
や
婦
人
、
そ
し
て

老
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
対
す
る
識
字
教
育
が
当
時
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
工
場
で
は
工
人
業
余
学

校
が
、
そ
れ
以
外
の
街
区
（
当
時
「
街
道
」
と
呼
ば
れ
た
）
で
は
文
化
館
に
組
織
さ
れ
た
識
字
班
が
そ
れ
ぞ
れ
識
字
教
育
を
実
施
し
た
。

二　
「
社
会
教
育
」
の
普
及
状
況

こ
の
時
期
、「
失
学
民
衆
」
に
対
す
る
教
育
が
隆
盛
し
た
の
に
は
他
に
も
理
由
が
あ
る
。
日
中
戦
争
期
に
毛
沢
東
は
『
聯
合
政
府
に
つ
い
て
』

に
お
い
て
「
全
人
口
の
う
ち
八
〇
％
の
人
々
か
ら
文
盲
状
態
を
取
り
除
く
こ
と
は
新
中
国
を
建
設
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
」、「
今
後

政
府
は
計
画
的
に
広
範
な
人
民
・
群
衆
の
内
か
ら
各
類
の
知
識
分
子
幹
部
を
養
成
す
べ
き
で
あ
る（

（（
（

」
な
ど
と
述
べ
た
。
こ
の
な
か
で
重
要
な
の

は
、
人
民
・
群
衆
を
教
育
（
特
に
識
字
教
育
）
し
、
積
極
分
子
を
幹
部
と
し
て
取
り
立
て
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

指
摘
は
、
そ
の
後
の
「
社
会
教
育
」
に
も
確
実
に
受
け
継
が
れ
た
。
例
え
ば
、『
天
津
教
育
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
陸
定
一
（
共
産
党
中
央
宣

伝
部
部
長
・
当
時
）「
新
中
国
の
教
育
と
文
化
」
に
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
私
た
ち
は
七
年
、
あ
る
い
は
十
年
後
に
、
高
等
教
育
を
受

け
た
万
を
数
え
る
工
業
労
働
者
・
農
民
出
身
の
知
識
分
子
が
中
国
に
登
場
す
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
決
心
を
持
っ

て
祖
国
、
人
民
、
工
農
兵
の
た
め
に
服
務
し
て
い
る
そ
の
他
の
階
級
出
身
の
知
識
分
子
た
ち
と
と
も
に
仕
事
を
し
、
経
済
建
設
、
文
化
建
設
、

国
防
建
設
の
基
幹
と
な
る
だ
ろ
う（

（（
（

」。
以
上
の
流
れ
の
な
か
で
、
全
中
国
的
に
「
群
衆
」（
労
働
者
、
農
民
、
婦
女
な
ど
、「
失
学
民
衆
」
を
多
く

含
む
）、
特
に
工
場
労
働
者
・
農
民
に
対
す
る
教
育
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
こ
う
し
た
教
育
に
中
心
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
文
化
館
・
工
人
業
余
学
校
・
識
字
運
動
委
員
会
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
具
体



一
四

的
な
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）
文
化
館

文
化
館
（
当
初
は
人
民
文
化
館
と
呼
ば
れ
た
）
と
は
、

民
国
期
に
民
衆
教
育
館
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
「
解
放
」

と
と
も
に
改
組
さ
れ
た
も
の
で
、
言
う
な
れ
ば
総
合
的
な

「
社
会
教
育
」
施
設
で
あ
る
。
そ
の
活
動
範
囲
は
非
常
に
広

く
、
天
津
市
教
育
局
に
よ
る
「
一
年
来
の
天
津
社
会
教
育

に
関
す
る
工
作
概
況
」
と
い
う
史
料
に
よ
る
と
、
一
九
四
九

年
の
時
点
で
活
動
内
容
は
、
補
習
教
育
、
補
習
班
、
工
人

補
習
班
、
識
字
班
の
よ
う
な
失
学
者
に
対
す
る
教
育
活
動

や
、
文
芸
・
娯
楽
活
動
、
写
真
展
示
、
書
籍
や
新
聞
の
閲

覧
の
よ
う
な
文
化
活
動
、
そ
し
て
口
頭
宣
伝
や
文
字
宣
伝

の
よ
う
な
宣
伝
活
動
に
も
及
ん
で
い
た（

（（
（

。
そ
の
具
体
的
な

成
果
（
一
九
四
九
～
一
九
五
八
年
）
は
表
一
の
と
お
り
で

あ
る
。
数
字
の
不
備
が
あ
る
た
め
に
極
端
に
数
値
の
低
い

一
九
四
九
年
・
一
九
五
〇
年
と
、
大
躍
進
の
た
め
に
極
端

に
数
値
が
高
い
一
九
五
八
年
を
除
け
ば
毎
年
お
お
む
ね

一
五
〇
万
人
か
ら
四
〇
〇
万
人
程
度
が
文
化
館
の
活
動
に

【表１】天津市文化館各種活動統計（1949～1958年）

西暦 放映電影・幻灯 展覧会 文芸演出晩会 講座報告
回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

1949 5 2,500 9 16,000 78 22,790 93 23,900
1950 10 16,429 71 135,865 236 117,390 425 109,322
1951 229 206,745 75 308,741 369 358,494 193 91,120
1952 416 371,402 90 236,087 1,042 582,366 295 282,470
1953 573 463,707 78 365,027 1,234 676,269 322 141,805
1954 890 531,572 116 327,657 1,481 782,178 324 104,325
1955 1,211 767,699 93 486,191 1,330 762,533 426 98,897
1956 921 465,736 164 833,518 2,044 1,185,382 527 198,278
1957 912 219,733 152 1,176,641 2,425 1,299,007 759 265,158
1958 1,739 598,877 326 6,953,116 8,169 4,956,407 585 379,559

西暦 座談会 遊芸活動 節目総合活動 その他 合計
回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

1949 19 1,235 4 5,400 5 1,000 0 41,288 213 114,113
1950 54 2,772 9 5,640 0 0 66 342,004 871 729,422
1951 149 39,237 18 8,636 30 26,652 131 649,042 1,194 1,688,667
1952 817 25,921 34 35,418 30 59,500 3,429 1,308,366 6,153 2,901,530
1953 1,007 61,214 9 10,366 116 75,391 10,121 1,515,663 13,460 3,309,442
1954 203 6,955 14 28,922 80 95,121 103 404,765 3,211 2,281,495
1955 254 7,476 32 37,391 113 85,324 111 1,132,499 3,570 3,378,010
1956 158 12,863 132 69,428 241 225,628 332 834,625 4,519 3,825,458
1957 213 8,369 633 70,442 119 145,485 5 2,500 5,218 3,187,335
1958 289 11,295 399 99,583 281 1,089,500 4,579 3,081,241 16,367 17,169,578

（註）塘沽区のデータは除く。1949年と1950年のデータには欠落がある。
（出典）文化局檔、X199-1-855、天津市文化局計財処「文化局関於図書館、博物館歴年蔵品情況報告表及
文化館十年資料」所収、「天津市文化館工作十年資料」（1961年５月31日）。



一
五

参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
五
一
年
段
階
の
天
津
市
（
市
内
区
）
の
人
口
が
二
〇
六
万
七
七
八
五
人
、
一
九
五
八
年
の
そ
れ
が

二
七
七
万
四
一
一
〇
人
な
の
で
、
大
雑
把
に
言
え
ば
一
九
五
二
年
以
降
、
市
民
一
人
に
つ
き
年
間
最
低
一
回
は
文
化
館
主
催
の
活
動
に
関
与
し

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
は
文
化
館
主
催
の
余
暇
活
動
（
読
書
組
、
美
術
小
組
、
幻
灯
放
映
組
、
各
種
文
芸
組
織
、
創
作
組
、
倶
楽

部
な
ど
）
や
後
述
す
る
識
字
班
の
参
加
者
数
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
数
は
こ
れ
よ
り
も
多
か
っ
た（

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
複
数
の
活
動

に
参
加
す
る
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
文
化
館
の
活
動
が
天
津
市
の
市
民
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
少
な
く
と
も
数
字
だ
け
見
れ
ば
、
民
国
期
に
比
べ
「
社
会
教
育
」
の
及
ぶ
範
囲
が
驚
異
的
に
広
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
識
字
班
（
識
字
学
校
と
も
呼
ば
れ
た
、
以
下
「
識
字
班
」
で
統
一
す
る
）

文
化
館
は
「
失
学
民
衆
」
に
対
す
る
識
字
班
の
運
営
も
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
団
体
と
も
関
連
す
る
の
で
、
こ
こ
で
別
個
に

論
じ
た
い
。

国
共
内
戦
期
に
お
い
て
、
天
津
の
識
字
教
育
を
主
導
し
て
い
た
の
は
民
衆
教
育
館
で
あ
り
、
例
え
ば
一
九
四
六
年
八
月
に
は
一
二
〇
の
識
字

班
で
合
計
五
二
八
五
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
た（

（（
（

。
そ
の
た
め
、「
解
放
」
後
も
、
区
政
府
文
教
科
や
地
元
の
派
出
所
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
で
、
文

化
館
が
識
字
班
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
。
学
生
数
は
一
九
五
〇
年
七
月
段
階
で
八
五
五
二
人（

（（
（

、
八
月
に
は
一
万
一
六
七
人（

（（
（

、
一
一
月
に
は

一
万
二
八
六
〇
人（

（（
（

、
そ
し
て
一
二
月
に
は
一
万
三
七
〇
九
人（

（（
（

と
い
う
よ
う
に
急
激
に
増
加
し
、
一
九
五
一
年
四
月
に
は
三
万
人
を
超
え（

（（
（

、
七
月

に
は
五
万
五
三
二
六
人
に
達
し
た（

（（
（

。
な
お
、
学
生
の
構
成
は
一
九
五
〇
年
ま
で
は
九
割
が
婦
人
で
あ
っ
た
が（

（（
（

、
一
九
五
一
年
以
降
労
働
者
や
農

民
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
労
働
者
の
割
合
が
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
く
（
一
九
五
一
年
四
月
の
段
階
で
労
働
者
と
農
民
が
全
体
の
六
〇
％
を

占
め
た（

（（
（

）。
都
市
に
お
い
て
労
働
者
の
割
合
が
増
え
た
原
因
と
し
て
、
工
場
以
外
で
働
く
労
働
者
（
多
く
が
雑
業
層
）
や
、
失
業
青
年
を
取
り
込

み
始
め
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
識
字
班
で
の
教
育
に
は
、
主
に
地
域
在
住
の
失
業
知
識
分
子
や
知
識
婦
女
、
威
光
や
人
望
が
あ
り
教
育
に
熱
心
な
群
衆
が
無



一
六

償
で
当
た
っ
た（

（（
（

。
実
際
に
は
、
地
域
の
失
学
青
年
や
婦
女
が
当
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
ま
た
、
識
字
班

の
経
費
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
群
衆
が
自
弁
し
、
不
足
分
を
政
府
が
補
助
す
る
と
い
う
方
針
が
採
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
一
九
五
一
年
上

半
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
経
費
の
七
七
・
九
％
を
群
衆
が
出
資
し
、
残
り
の
二
二
・
一
％
を
政
府
が
援
助
し
て
い
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
識
字
班
は
、
基
本
的
に
は
各
文
化
館
の
指
導
の
下
、
区
政
府
文
教
科
や
地
元
の
派
出
所
な
ど
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
主
に

工
場
労
働
者
以
外
の
人
々
に
対
し
て
識
字
教
育
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
九
五
〇
年
の
調
査
で
、
天
津
で
働
く
労
働
者
三
二
万
四
〇
〇
〇

人
の
う
ち
一
九
万
四
〇
〇
〇
人
が
文
盲
と
さ
れ
て
い
た
が（

（（
（

、
彼
ら
に
対
す
る
識
字
教
育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

識
字
以
外
の
こ
と
を
学
び
た
い
人
々
に
対
す
る
教
育
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
人
々
を
ケ
ア
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
工

人
業
余
学
校
で
あ
る
。

（
三
）
工
人
業
余
学
校
（
職
工
業
余
学
校
と
も
呼
ば
れ
た
、
以
下
「
業
余
学
校
」
で
統
一
す
る
）

業
余
学
校
は
、
主
に
労
働
者
向
け
の
教
育
機
関
で
、
総
工
会
（
労
働
組
合
）
主
導
の
下
「
解
放
」
初
期
よ
り
設
立
さ
れ
始
め
た
。
そ
の
後
、

天
津
市
第
一
回
各
界
代
表
大
会
で
の
議
論
や
全
国
教
育
会
議
な
ど
の
指
示
を
受
け
、
一
九
四
九
年
九
月
以
降
教
育
局
工
農
教
育
科
と
総
工
会
教

育
科
が
そ
の
活
動
を
主
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
格
的
な
発
展
が
始
ま
る
。
学
生
数
は
一
九
四
九
年
九
月
の
段
階
で
五
八
六
七
人
（
一
九
二
班
）、

一
九
五
〇
年
七
月
の
段
階
で
四
万
九
四
二
八
人
（
一
三
三
一
班
）
と
い
う
よ
う
に
、
着
実
に
増
加
し
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
七
日

に
は
そ
う
し
た
活
動
を
主
導
す
る
職
工
業
余
教
育
委
員
会
が
や
は
り
教
育
局
と
総
工
会
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
余
暇
教
育
の
組
織
化
が
い
っ
そ

う
進
ん
だ
。
こ
の
過
程
で
、
業
余
学
校
は
工
場
に
設
立
さ
れ
る
廠
校
と
、
各
区
の
小
中
学
校
に
設
立
さ
れ
る
区
校
（
工
場
の
近
く
に
設
置
さ
れ

た
）
と
に
分
け
ら
れ
た
（
そ
の
ほ
か
に
、
幹
部
の
教
育
を
行
う
幹
部
業
余
学
校
も
あ
っ
た（

（（
（

）。
表
二
は
一
九
五
〇
年
七
月
に
お
け
る
業
余
学
校
の

班
数
・
学
生
数
な
ど
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

業
余
学
校
の
修
学
年
限
は
二
年
で
、
学
生
は
週
五
日
、
一
日
二
時
間
の
学
習
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
学
生
の
能
力
に
よ
り
ク
ラ
ス
分



一
七

け
さ
れ
、
初
級
小
学
校
レ
ベ
ル
で
は
国
語
と
算
術
を
、
高
級
小
学
校
レ
ベ
ル
で
は
国
語
・
算
術
・
常
識

を
教
育
し
た
。
初
級
中
学
校
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
も
設
け
ら
れ
、
一
年
レ
ベ
ル
で
は
国
文
・
算
術
・
歴
史

を
、
二
年
レ
ベ
ル
で
は
国
文
・
代
数
・
地
理
を
、
三
年
レ
ベ
ル
で
は
国
文
・
幾
何
・
理
科
を
教
授
し
た
。

た
だ
、
表
二
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
九
割
近
い
学
生
が
小
学
校
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
、
し
か
も
全
体
の

四
分
の
一
強
が
初
級
小
学
校
一
年
レ
ベ
ル
、
つ
ま
り
識
字
か
ら
学
ぶ
ク
ラ
ス
に
属
し
て
い
た（

（（
（

。
な
お
、

識
字
班
と
違
い
、
教
員
は
原
則
小
中
学
校
の
教
員
が
担
当
し
た
。

業
余
学
校
も
識
字
班
と
同
様
、
学
生
数
を
増
や
し
て
い
き
、
班
数
／
学
生
数
は
、
一
九
五
〇
年
一
〇

月
の
段
階
で
一
七
五
八
班
／
七
万
一
七
五
四
人
を
数
え
た
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
一
九
五
二
年
に
識

字
運
動
委
員
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
識
字
か
ら
学
ぶ
学
生
に
対
す
る
教
育
か
ら
一
時
的

に
離
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
一
九
五
三
年
の
業
余
学
校
に
つ
い
て
の
統
計
資
料
を
見
る
と
、
初
歩
か
ら
学

ぶ
学
生
の
割
合
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
（
教
学
進
度
別
の
学
生
数
：
第
一
教
段
五
人
、
第

二
教
段
一
万
八
三
六
二
人
、
鞏
固
段
〔
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
段
階
〕
八
万
五
九
五
三
人
、
既
卒
者

八
七
三
五
人（

（（
（

）。
初
学
者
は
、
識
字
運
動
委
員
会
が
主
導
す
る
識
字
班
に
吸
収
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き

る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
一
三
万
四
五
一
四
人
も
の
学
生
が
業
余
学
校
で
学
ん
で
い
た
。

（
四
）
識
字
運
動
委
員
会

一
九
五
二
年
、
中
央
政
府
の
指
示
の
下
、
全
国
で
か
つ
て
な
い
規
模
の
識
字
運
動
が
始
ま
っ
た
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
民
共
和
国
期
に
大
規
模
な
識
字
運
動
が
全
部
で
三
回
（
一
九
五
二
年
、

一
九
五
六
年
、
一
九
五
七
年
）
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
第
一
回
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

【表２】天津市工人業余学校統計（1950年７月）

校　別 校数 班数
学　　生　　数

初等小学 高等小学 初等中学 高等
中学 合計

廠　校 44 375 9,599 1,881 1,186 82 12,748
区
校

中学校 30 238 4,547 1,274 3,187 0 9,008
小学校 91 657 21,543 3,308 160 0 25,011

幹　部 7 61 1,018 494 1,149 0 2,661
合　計 172 1,331 36,707 6,957 5,682 82 49,428

学年別の
学生数

学年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 １年 ２年 ３年 １年
学生数 14,836 9,496 7,228 5,147 4,697 2,260 4,651 961 70 82

（出典）工農教育科「天津市職工教育統計資料」『天津教育』第４、５期、1950年、82頁。
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動
き
の
起
爆
剤
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
解
放
軍
の
兵
士
の
祁
建
華
と
い
う
人
物
が
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
速
成
識
字
法
と
い
う
方
法
を
編
み

だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
一
九
五
二
年
四
月
六
日
付
け
の
『
人
民
日
報
』
を
通
し
て
全
国
に
広
め
ら
れ
、
注
目
を
集
め
た
。
そ
し
て
、

同
年
五
月
一
五
日
に
教
育
部
が
「
各
地
で
速
成
教
育
法
の
教
学
実
験
を
展
開
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
」
を
出
し
、
河
北
省
を
そ
の
実
験
区
と

す
る
と
、
識
字
教
育
熱
が
全
国
で
わ
き
起
こ
っ
た（

（（
（

。

天
津
で
は
早
く
か
ら
こ
の
実
験
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
同
年
四
月
六
日
の
全
国
職
工
教
育
委
員
会
常
務
委
員
会
拡
大
会
議

に
お
い
て
、
天
津
は
北
京
と
と
も
に
速
成
識
字
法
の
重
点
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
早
速
学
費
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や

教
員
の
養
成
な
ど
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
準
備
の
過
程
で
六
月
二
〇
日
に
天
津
市
識
字
運
動
委
員
会
が
成
立
す
る（

（（
（

。

天
津
市
識
字
運
動
委
員
会
は
文
教
委
員
長
、
教
育
局
、
公
安
局
、
文
化
局
、
市
総
工
会
、
民
主
婦
女
聯
合
会
、
中
華
全
国
青
年
聯
合
会
、
文

学
芸
術
界
聯
合
会
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
市
長
が
主
任
委
員
に
、
総
工
会
主
席
と
文
教
委
員
会
主
任
委
員
が
副
主
任
委

員
に
就
任
し
た
。
市
識
字
運
動
委
員
会
の
下
に
は
区
識
字
運
動
委
員
会
、
産
業
系
統
識
字
運
動
委
員
会
、
天
津
県
識
字
運
動
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
区
、
企
業
、
天
津
県
に
お
け
る
識
字
運
動
を
担
当
し
た（

（（
（

。
同
時
に
、
従
来
各
区
に
設
置
さ
れ
て
い
た
識
字
班
お
よ
び
各
区
・
工

場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
業
余
学
校
の
一
部
は
、
基
本
的
に
当
該
の
識
字
運
動
委
員
会
の
指
導
下
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
来
、
天
津
で
は
識
字
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
が
見
ら
れ
た
。
識
字
班
の
班
数
／
学
生
数
は
最
大
で
七
七
一
二
班
／
三
二
万
七
七
三
四
人
に

上
っ
た
（
一
九
五
二
年
八
月
）。
し
か
も
、
従
業
員
三
〇
〇
人
以
上
の
工
場
や
企
業
に
務
め
る
文
盲
の
人
々
は
基
本
的
に
み
な
識
字
班
に
入
学
し

た
と
い
う
。
学
生
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
産
業
工
人
（
産
業
労
働
者
、
三
五
％
）
で
、
あ
と
は
家
庭
婦
女
（
職
工
家
庭
を
含
む
、
三
二
％
）、
行

業
工
人
（
職
人
層
、
一
五
％
）、
農
民
（
八
・
八
％
）、
一
般
労
働
市
民
（
五
・
八
％
）、
そ
の
他
（
二
・
九
％
）、
機
関
幹
部
（
雑
用
人
員
を
含
む
、

〇
・
五
％
）
と
い
う
よ
う
に
続
く（

（（
（

。
以
上
か
ら
、
工
場
・
企
業
だ
け
で
な
く
街
区
で
も
満
遍
な
く
識
字
班
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
人
民
共
和
国
初
期
の
天
津
で
は
文
化
館
に
よ
る
各
種
活
動
や
各
機
関
に
よ
る
識
字
教
育
な
ど
、「
社
会
教
育
」
が
幅
広
く
展
開
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さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
活
動
の
影
響
が
及
ん
だ
範
囲
は
、
天
津
に
近
代
的
な
「
社
会
教
育
」
が
導
入
さ
れ
て
以
来
最
大
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
人
が
字
を
学
ん
だ
り
、
様
々
な
知
識
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
部
の
人
は
文
化
館
が
主
催

す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
参
加
し
て
、
余
暇
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、「
社
会
教
育
」
は
、
民
衆
へ
の
教
育
だ
け
に
効
果
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
の
意
向
を
民
衆
に
宣
伝
す
る
上
で
も
力
を
発
揮
し
た
。
次
章
で
は
宣
伝
の
道
具
と
し
て
の
「
社
会
教
育
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
史
料
の
都
合
上
、
抗
美
援
朝
運
動
と
反
鎮
運
動
で
の
動
向
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

第
二
章　
「
社
会
教
育
」
と
大
衆
運
動

建
国
後
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
六
月
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
。
当
初
中
国
は
静
観
の
構
え
で
あ
っ
た
が
、
国
連
軍
と
韓
国
軍
が
反
撃
し
、

そ
の
勢
い
が
同
年
一
〇
月
に
鴨
緑
江
に
ま
で
達
す
る
と
、
遂
に
人
民
志
願
軍
を
朝
鮮
半
島
に
派
兵
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
中
国
政
府
は
、

参
戦
へ
の
民
衆
の
支
持
と
支
援
を
取
り
付
け
る
た
め
、
抗
美
援
朝
運
動
と
い
う
大
衆
運
動
を
国
内
に
お
い
て
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
お
よ
び
そ
れ
へ
の
中
国
の
参
戦
は
、
建
国
以
来
全
国
各
地
で
比
較
的
穏
健
な
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
て
い
た
反
革
命

分
子
の
打
倒
の
動
き
を
厳
格
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
反
鎮
運
動
と
呼
ば
れ
る
こ
う
し
た
大
衆
運
動
は
当
初
農
村
に
お
い
て
激
し
か
っ
た
が
、

一
九
五
一
年
二
月
二
一
日
に
中
共
中
央
よ
り
「
大
都
市
で
真
剣
に
厳
格
に
大
規
模
に
反
革
命
を
鎮
圧
す
べ
し
」
と
い
う
指
示
が
発
出
さ
れ
る
と
、

都
市
で
も
そ
の
動
き
が
加
速
す
る
よ
う
に
な
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
の
運
動
は
も
ち
ろ
ん
天
津
で
も
見
ら
れ
た
。
天
津
史
の
年
表
と
し
て
最
も
よ
く
纏
ま
っ
て
い
る
『
天
津
通
志

　
大
事
記
』
を
見
る
と
、

抗
美
援
朝
運
動
は
一
九
五
〇
年
一
〇
月
末
以
降
に
、
反
鎮
運
動
は
一
九
五
一
年
二
月
下
旬
以
降
に
激
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
る（

（（
（

。
以
上
の

運
動
に
お
い
て
、「
社
会
教
育
」
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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文
化
館
・
識
字
班
・
業
余
学
校
で
の
宣
伝

朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
後
、『
天
津
教
育
』
で
は
愛
国
主
義
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
一
〇
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
天
津
市

一
九
五
一
年
教
育
工
作
計
画
綱
要
」
で
も
、「
第
一
部
分

　
方
針
任
務
」
の
筆
頭
に
「
愛
国
主
義
教
育
を
踏
み
込
ん
で
行
う（

（（
（

」
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
方
針
は
当
然
文
化
館
や
識
字
班
・
業
余
学
校
で
も
貫
徹
さ
れ
た
。

文
化
館
で
は
、
映
画
や
展
覧
会
、
講
座
、
文
芸
演
出
、
座
談
会
な
ど
様
々
な
方
法
で
宣
伝
を
行
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
文
化
館
の
主
要
な
任

務
は
教
育
と
宣
伝
で
あ
る
の
で
、
当
然
と
言
え
る
。
文
化
館
が
主
催
し
た
各
種
活
動
に
お
け
る
宣
伝
の
内
容
に
つ
い
て
は
史
料
が
集
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
基
本
的
に
は
党
や
政
府
の
要
請
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
規
模
に

つ
い
て
は
、
表
一
で
示
し
た
と
お
り
で
、
非
常
に
多
く
の
人
を
動
員
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

識
字
班
で
も
宣
伝
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
天
津
市
の
郊
外
で
の
例
だ
が
、
大
沽
に
あ
る
文
化
館
の
分
館
で
識
字
班
の
教
師
を
し
て
い
た
崔
鳳

舜
は
自
ら
の
教
育
経
験
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「〔
授
業
に
お
い
て
ソ
連
の
農
民
の
生
活
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
〕
こ
の
時
私
は
一

転
し
て
重
々
し
い
口
調
で
〔
学
生
た
ち
に
向
か
っ
て
〕
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。『
私
た
ち
の
生
活
は
よ
く
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
が
私
た
ち
に
良
い
暮
ら
し
を
さ
せ
ず
、
我
ら
の
台
湾
を
占
領
し
、
我
ら
の
隣
邦
で
あ
る
朝
鮮
に
進
攻
し
よ
う
と
企
み
、
さ
ら
に
は

我
ら
中
国
に
も
侵
略
し
、
我
ら
を
再
び
圧
迫
し
よ
う
と
夢
想
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
憎
い
で
す
か
？
』。
生
徒
は
み
な
答
え
た
。『
憎
い
！
』」。

ま
た
、
崔
は
、
学
生
の
興
味
を
引
く
た
め
に
、
朝
鮮
で
の
人
民
志
願
軍
の
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
利
用
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。「『
夜
渡

青
川
江
』、『
四
個
大
飯
桶
』、『
雲
山
戦
役（

（（
（

』
に
つ
い
て
講
述
し
た
時
、
学
生
た
ち
は
み
な
う
っ
と
り
し
な
が
ら
話
を
聴
い
て
い
た
。
な
か
に
は

『
ア
メ
リ
カ
が
中
国
を
侵
略
し
よ
う
な
ん
て
妄
想
に
過
ぎ
な
い
よ
！
』
と
言
う
学
生
も
い
た
。
そ
の
後
、
授
業
に
行
く
た
び
に
学
生
た
ち
は
〔
朝

鮮
で
の
〕
戦
闘
に
つ
い
て
話
す
よ
う
私
に
ね
だ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
勢
い
を
借
り
て
、
彼
ら
の
関
心
を
読
報
〔
新
聞
の
講
読
〕
の
方
面
に
導
い

た（
（（
（

」。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
崔
は
時
に
は
感
情
に
訴
え
、
ま
た
時
に
は
楽
し
ま
せ
た
り
し
な
が
ら
、
抗
美
援
朝
の
精
神
を
学
生
た
ち
に
伝
え
よ
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う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

反
鎮
関
係
の
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
朱
慧
生
「
抗
美
援
朝
の
高
ま
り
の
中
で
の
工
農
群
衆
識
字
班
」
に
そ
の
具
体
例
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
第

一
区
文
化
館
で
の
例
。「
第
一
区
文
化
館
が
識
字
班
で
、
特
務
〔
国
民
党
な
ど
の
ス
パ
イ
〕
を
捉
え
た
経
過
に
つ
い
て
姚
お
ば
さ
ん
に
話
を
し
て

も
ら
っ
た
後
、
あ
る
六
〇
歳
の
生
徒
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。『
姚
お
ば
さ
ん
に
学
ば
な
け
れ
ば
。
以
前
は
特
務
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
よ
く
分
か
っ
た
！
生
活
は
現
在
よ
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
い
ま
だ
解
放
軍
が
国
民
党
反
動
派
を
追
い
払
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
彼
ら
が
再
び
帰
っ
て
き
て
攪
乱
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
！
』」。
第
三
区
で
の
情
況
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。「
第
三
区
の
あ
る
学
生
は
、
王
蘭
成
が
彼
の
父
親
を
検
挙
し
た
こ
と
に
つ
い
て
親
不
孝
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
学
習
を
通
じ
て
、

親
戚
や
友
人
で
あ
っ
て
も
、
人
民
に
害
を
与
え
る
以
上
、
我
ら
の
敵
で
あ
る
と
、
彼マ

らマ

は
知
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
そ
の
他
の
区
で
も
、
識
字
班

で
の
教
育
が
特
務
や
悪
覇
（
悪
の
顔
役
）
の
検
挙
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
識
字
班
で
の
宣
伝
は
、
家
庭
や
地

域
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
反
革
命
分
子
の
あ
ぶ
り
出
し
を
目
指
し
て
い
た
。

以
上
は
す
べ
て
識
字
班
で
の
例
だ
が
、
業
余
学
校
で
も
お
そ
ら
く
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
。
関
連
史
料
を
手
に
入

れ
て
い
な
い
た
め
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
各
業
余
学
校
に
お
い
て
時
事
教
育
、
授
業
前
の
十
分
間
讀
報
、
ラ
ジ
オ
の
視
聴
、

座
談
会
の
開
催
な
ど
が
な
さ
れ
、
労
働
者
の
政
治
的
な
覚
悟
と
愛
国
意
識
が
啓
発
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
む
し
ろ
業
余
学
校
に
お

い
て
目
立
つ
の
は
、
授
業
以
外
の
場
で
の
宣
伝
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
劉
少
夫
「
職
工
業
余
学
校
は
時
事
宣
伝
の
重
要
な
陣
地
で
あ
る
」
と
い

う
記
事
に
よ
る
と
、
一
九
五
一
年
四
月
一
四
日
に
市
総
工
会
第
三
区
辦
事
処
が
小
型
工
場
（
従
業
員
三
～
五
〇
人
の
工
場
）
を
対
象
と
し
た
座

談
会
を
開
い
た
が
、
そ
こ
に
参
加
し
た
二
一
の
工
場
中
一
六
の
工
場
で
比
較
的
順
調
に
抗
美
援
朝
の
宣
伝
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

そ
の
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、
讀
報
組
（
新
聞
講
読
サ
ー
ク
ル
）、
宣
伝
大
会
、
反
革
命
分
子
鎮
圧
の
実
況
中
継
の
視
聴
、〔
反
革
命
分
子
〕
控

訴
大
会
、
抗
美
援
朝
講
演
コ
ン
ク
ー
ル
、
献
金
運
動
、
宣
伝
隊
の
組
織
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
宣
伝
の
方
法
に
は
か
な
り
の
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多
様
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
一
六
の
工
場
に
は
す
べ
て
業
余
学
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
学
習
が
上

記
の
よ
う
な
課
外
活
動
を
成
功
さ
せ
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

二　

家
庭
や
社
会
で
の
宣
伝

文
化
館
や
識
字
班
・
業
余
学
校
で
の
宣
伝
は
、
教
育
現
場
以
外
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
実
際
、
文
化
館
や
識
字
班
、
そ
し
て
業
余
学
校
は

そ
れ
ぞ
れ
を
拠
点
に
、
付
近
の
地
域
に
対
し
て
宣
伝
の
影
響
力
を
拡
散
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
い
く
つ
か
の

史
料
に
散
見
さ
れ
る
「
空
白
を
消
滅
さ
せ
る
宣
伝
」、
そ
し
て
「
宣
伝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
用
語
で
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
か
ら
、「
社
会
教
育
」
を

利
用
し
て
、
文
字
の
読
め
な
い
労
働
者
や
婦
人
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
教
育
・
宣
伝
の
及
ん
で
い
な
か
っ
た
「
空
白
点
」
に
ま
で
宣
伝
の
網
を

掛
け
よ
う
と
す
る
政
府
の
意
図
が
窺
え
る
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
特
に
文
化
館
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

宣
伝
隊
で
あ
っ
た
。

文
化
館
の
宣
伝
隊
は
、
同
館
が
組
織
し
た
識
字
班
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
文
化
館
は
、
識
字
班
に
通
う
学
生
の
一
部
に
対

し
宣
伝
隊
を
組
織
す
る
よ
う
促
し
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
活
動
に
関
す
る
詳
し
い
動
向
は
、『
天
津
教
育
』
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
第
四

区
の
文
化
館
で
は
、
識
字
班
で
学
ぶ
学
生
を
説
得
し
た
上
で
、
毎
班
五
～
七
人
か
ら
な
る
宣
伝
隊
を
六
四
小
組
組
織
し
た
（
構
成
員
の
多
く
が

婦
人
）。
宣
伝
員
は
、
文
化
館
で
講
習
を
受
け
た
後
、
米
国
帝
国
主
義
と
日
本
の
再
武
装
に
反
対
す
る
連
続
図
画
一
セ
ッ
ト
を
受
け
取
り
、
早
速

宣
伝
活
動
に
従
事
し
た
。
宣
伝
の
方
法
は
、
各
家
庭
の
主
婦
を
一
カ
所
の
住
居
に
集
め
、
世
間
話
を
す
る
よ
う
な
方
法
で
米
国
帝
国
主
義
と
日

本
の
再
武
装
に
反
対
し
反
革
命
分
子
を
鎮
圧
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
説
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。『
天
津
教
育
』
に
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
成

功
例
が
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
少
々
長
く
な
る
が
以
下
に
引
用
す
る
。
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唐
家
口
婦
女
識
字
班
模
範
学
員
の
劉
文
栄
は
、
忍
耐
強
く
一
軒
一
軒
を
回
っ
て
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
。
あ
る
日
〔
彼
女
は
〕
隣
に
住
む
王

淑
蘭
の
家
に
宣
伝
に
行
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
世
間
話
か
ら
始
め
て
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
話
題
は
過
去
に
日
本
軍
や
特
務
漢
奸
が
中
国
の
庶

民
を
姦
淫
し
、
焼
き
殺
し
、
迫
害
し
た
情
況
に
移
っ
て
い
っ
た
。
劉
文
栄
は
言
っ
た
。「
私
の
父
親
は
漢
奸
に
徴
用
さ
れ
て
、
そ
の
た
め
に

死
ぬ
ほ
ど
苦
し
ん
だ
の
よ
」。
こ
こ
ま
で
言
っ
て
彼
女
は
涙
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
涙
を
飲
み
込
み
、
こ
う
言
っ
た
。「
今
日
、
す
べ
て

の
人
が
政
府
を
助
け
て
匪
賊
の
特
務
を
逮
捕
す
る
責
任
が
あ
る
は
ず
だ
わ
」。
王
淑
蘭
は
強
く
同
情
し
つ
つ
も
「
も
う
解
放
さ
れ
た
の
だ
か

ら
特
務
に
何
が
で
き
る
と
い
う
の
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
劉
文
栄
は
、
匪
賊
の
特
務
が
い
ま
だ
に
国
家
や
人
民
に
害
を
与
え
続
け
て
い

る
こ
と
や
、
姚
お
ば
さ
ん
が
特
務
に
捕
ま
っ
た
経
過
を
彼
女
の
聞
か
せ
、
さ
ら
に
「
自
分
の
父
親
が
特
務
だ
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
は

情
実
に
ほ
だ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
わ
、
検
挙
し
な
け
れ
ば
ね
」
と
言
っ
た
。
劉
文
栄
の
一
言
一
言
は
王
淑
蘭
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

こ
こ
で
登
場
す
る
王
淑
蘭
の
夫
に
は
、
実
は
特
務
を
し
て
い
る
友
人
が
い
た
。
彼
自
身
は
反
革
命
的
な
行
為
に
手
を
染
め
て
い
な
か
っ
た
が
、

苦
し
む
友
人
を
放
っ
て
お
く
こ
と
が
出
来
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
手
助
け
し
て
い
た
。
妻
の
王
淑
蘭
も
そ
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
そ
れ
ま
で
黙
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
宣
伝
隊
と
し
て
や
っ
て
来
た
劉
文
栄
の
言
葉
に
彼
女
は
改
心
し
、
つ
い
に
夫
の
友
人
を
検
挙
し
た
。
王
淑
蘭
は
そ
の
後
文
化

館
の
識
字
班
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
ほ
か
に
も
例
え
ば
、
第
五
区
の
識
字
班
が
控
訴
一
貫
道
罪
行
大
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、

一
一
五
人
の
一
貫
道
信
者
を
退
会
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（
第
五
区
で
は
八
九
名
が
退
会
）
と
す
る
記
事
も
あ
る（

（（
（

。

も
ち
ろ
ん
、
以
上
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
宣
伝
の
「
成
果
」
に
は
誇
張
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
れ
で
も
、
宣
伝
内
容
を
社
会
の
隅
々

に
伝
え
る
上
で
こ
う
し
た
宣
伝
隊
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宣
伝
員
は
そ
の
後
も
増
加
し
、
文
化
館
が
把
握
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
は
一
九
五
三
年
ま
で
に
全
市
で
一
万
一
三
二
四
人
に
達
し
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
識
字
班
は
、
不
識
字
者
に
字
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
一
部
を
宣
伝
に
動
員
し
、
さ
ら
に
一
部
の
積
極
分
子
を
宣
伝
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員
と
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
う
し
た
積
極
分
子
の
な
か
に
は
、
基
層
社
会
（
街
道
）
に
お
け
る

そ
の
他
の
活
動
に
参
加
す
る
者
も
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。「
一
九
五
二
年
天
津
市
掃
除
文
盲
工
作
報
告
」
に
は
、
第
五
区
の
邱
文
華
が
識
字
班

で
学
習
し
た
後
に
衛
生
組
長
、
街
道
宣
伝
員
に
な
っ
た
こ
と
や
、
第
二
区
の
洪
福
亮
が
婦
女
代
表
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

一
方
、
業
余
学
校
で
宣
伝
隊
が
組
織
さ
れ
た
と
い
う
事
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
章
第
一
節
で
紹
介
し
た
も
の
を
除
き
確
認
で
き
て
い
な
い
。

恐
ら
く
、
独
自
に
宣
伝
隊
を
組
織
す
る
必
要
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
工
場
に
設
置
さ
れ
た
業
余
学
校
（
廠

校
）
で
あ
れ
ば
特
段
外
部
に
向
け
て
宣
伝
活
動
を
拡
大
さ
せ
る
必
要
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
学
校
に
設
置
さ
れ
た
業
余
学
校
（
区
校
）
の
場

合
も
普
通
科
の
学
生
を
動
員
し
て
宣
伝
隊
を
組
織
し
て
い
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
む
し
ろ
、
業
余
学
校
と
し
て
は
、
従
業
員
が
少
な
く
労

働
組
合
や
業
余
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
な
い
零
細
企
業
に
ま
で
業
余
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
宣
伝
の
影
響
力
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
の

よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
宣
伝
工
作
上
の
「
空
白
」
を
消
滅
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

以
上
、
抗
美
援
朝
運
動
お
よ
び
反
鎮
運
動
に
お
い
て
「
社
会
教
育
」
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
文
化
館
・

識
字
班
・
業
余
学
校
と
も
に
宣
伝
機
関
の
一
角
と
し
て
も
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
文
化
館
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

宣
伝
隊
は
、
社
会
（
特
に
街
道
）
の
隅
々
ま
で
宣
伝
を
及
ぼ
す
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
し
、「
反
革
命
分
子
」
を
あ
ぶ
り
出
す
上
で
も
力
が
あ
っ

た
。
政
府
に
よ
る
宣
伝
が
こ
れ
ほ
ど
社
会
の
深
く
に
ま
で
及
ん
だ
の
は
、
近
代
以
来
の
天
津
に
お
い
て
や
は
り
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
宣
伝
な
ど
に
従
事
す
る
積
極
分
子
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
、
識
字
班
が
貢
献
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
こ
う
し
た
積
極
分
子
の
な

か
に
は
、
第
三
章
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
五
二
年
秋
以
降
に
各
街
道
の
政
府
出
先
機
関
・
自
治
組
織
（
街
公
所
・
居
民
委
員
会
）
で
幹
部

と
し
て
活
躍
す
る
者
も
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
革
命
後
に
お
け
る
新
た
な
基
層
組
織
構
築
に
際
し
て
、
識
字
班
や
そ
れ
を
管
轄
し
た
文
化
館
が

果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。

一
方
で
、
大
衆
運
動
で
の
宣
伝
が
激
し
く
な
れ
ば
激
し
く
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
よ
っ
て
苦
し
ん
だ
人
々
（
特
に
「
反
革
命
分
子
」
と
呼
ば
れ



二
五

た
人
々
）
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
実
際
「
社
会
教
育
」
は
運
用
の
面
で
様
々
な
混
乱
が
見
ら
れ
、
党
や
政
府
で
さ
え
把
握
し

き
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
混
乱
は
宣
伝
や
教
育
の
効
果
を
減
少
さ
せ
た
。
さ
ら
に
は
、
混
乱
に
よ
っ
て
宣
伝
・
教
育
内
容
が
あ
ら

ぬ
方
向
に
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
運
動
に
よ
る
被
害
者
を
無
用
に
増
や
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
当
時
の
「
社
会
教
育
」
の

限
界
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
次
章
で
は
そ
う
し
た
混
乱
の
あ
り
よ
う
と
そ
の
原
因
、
そ
し
て
そ
れ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
章　
「
社
会
教
育
」
の
限
界

混
乱
の
主
な
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
識
字
班
・
業
余
学
校
の
教
員
、
そ
し
て
文
化
館
の
宣
伝
員
を
担
当
す
る
人
材
の
質
と
量
が
不

足
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
た
め
に
、
教
育
の
面
で
も
宣
伝
の
面
で
も
、「
社
会
教
育
」
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
以
下
そ
れ
に
つ
い

て
、
識
字
班
で
の
事
例
と
文
化
館
の
宣
伝
隊
で
の
事
例
と
に
分
け
て
論
じ
た
い（

（（
（

。

一　

識
字
班
の
教
員

速
成
識
字
法
を
利
用
し
た
大
規
模
な
識
字
運
動
が
一
九
五
二
年
よ
り
天
津
を
含
め
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
第
一
章
で
も
述
べ
た
。
こ

の
運
動
は
一
定
の
成
果
を
生
ん
だ
が
、
実
は
問
題
も
多
く
、
一
年
ほ
ど
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
運
動
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
原
因
と

し
て
は
、
運
動
に
猪
突
猛
進
し
、
量
を
重
ん
じ
質
を
軽
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
各
地
の
実
情
や
学
習
条
件
を
無
視
し
て
画
一
的
に
速

成
識
字
法
を
進
め
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
多
く
の
脱
落
者
や
非
識
字
者
へ
の
逆
戻
り
を
生
み
、
識
字
運
動
の
展
開
に
悪
影
響
を
生
ん
だ
こ
と
、

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
た
だ
、
そ
れ
に
加
え
て
識
字
班
を
担
当
し
た
教
員
の
質
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

教
員
不
足
の
問
題
は
近
代
以
来
の
中
国
に
お
い
て
常
に
頭
の
痛
い
問
題
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
た
。
小
学
校
な
ど
に
通
う
学
生
の
数
は
年
々
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増
え
、
学
校
の
数
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
肝
心
の
教
員
の
数
は
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
正
規
の
教
員
が
、
業
余
学
校
な
ら
ま
だ
し
も
、
識
字
班
の
教
育
に
ま
で
手
が
回
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
識
字
班
の
教
育
は

主
に
群
衆
（
主
に
失
業
知
識
分
子
や
婦
女
）
の
な
か
か
ら
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当

時
共
産
党
が
人
民
・
群
衆
か
ら
積
極
分
子
を
幹
部
に
取
り
立
て
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
教
員
（
群
衆
教
員
と
呼
ば
れ
た
）
の
多
く
は
、
教
育
能
力
と
い
う
点
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
事
実
は
識
字
教
育

に
関
わ
る
幹
部
に
よ
っ
て
す
で
に
早
い
う
ち
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
「
天
津
市
群
衆
識
字
教
育
一
九
五
一
年
上
半
期
工
作
総
結
」
に
、

「
大
部
分
の
教
師
が
教
学
能
力
の
上
で
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、「
能
力
が
あ
る
者
は
み
な
そ
の
他

の
職
場
に
移
っ
て
し
ま
う
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
各
区
に
教
学
研
究
会
ま
た
は
研
究
小
組
を
組
織
し
た
り
、
教
師
座

談
会
を
開
催
し
た
り
し
た（

（（
（

。
ま
た
は
各
区
に
一
校
ず
つ
識
字
教
師
業
余
学
校
を
組
織
し
て
、
区
の
識
字
教
員
の
少
な
く
と
も
半
分
を
入
学
さ
せ

る
と
と
も
に
、
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
失
業
青
年
や
家
庭
知
識
婦
女
に
も
入
学
を
促
し
た（

（（
（

。
こ
う
し
た
措
置
が
ど
の
程
度
効
果
が
あ
っ
た

か
は
現
時
点
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

以
上
の
問
題
は
、
速
成
識
字
法
に
よ
る
識
字
運
動
が
始
ま
る
一
九
五
二
年
に
な
っ
て
も
一
向
に
解
決
し
な
か
っ
た
。
識
字
運
動
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
天
津
で
は
一
九
五
二
年
五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
間
に
識
字
教
員
を
九
七
〇
八
人
養
成
し
た
が
、
そ
の
う
ち
も
と
も
と
業
余
学
校
の
教

師
だ
っ
た
者
が
一
〇
五
八
人
、
小
学
教
師
だ
っ
た
者
が
一
六
二
人
、
工
農
師
範
学
校
の
学
生
だ
っ
た
者
が
一
六
七
九
人
、
識
字
班
の
教
員
だ
っ

た
者
が
九
一
五
人
、
群
衆
義
務
教
師
と
し
て
新
た
に
採
用
さ
れ
た
者
が
五
八
九
四
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
特
に
問
題
だ
っ
た
の
が
群
衆
義

務
教
師
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
群
衆
教
師
）
で
あ
り
、
主
に
労
働
者
や
街
道
の
積
極
分
子
、
家
庭
婦
女
、
農
民
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。

こ
れ
ら
識
字
班
教
員
の
学
歴
に
つ
い
て
、
一
九
五
三
年
上
半
期
に
第
四
区
で
行
わ
れ
た
調
査
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
ら

の
学
歴
は
、
全
教
員
三
二
一
人
中
、
高
等
小
学
校
程
度
が
最
も
多
く
一
六
三
人
、
つ
い
で
初
級
中
学
校
在
学
程
度
が
八
二
人
、
初
級
小
学
校
程



二
七

度
が
三
三
人
、
初
級
中
学
校
卒
業
程
度
と
高
等
中
学
校
卒
業
程
度
が
と
も
に
一
九
人
、
高
等
中
学
校
在
学
程
度
が
一
二
人
、
大
学
程
度
が
三
人

と
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
初
級
小
学
校
程
度
か
ら
初
級
中
学
校
在
学
程
度
の
学
歴
の
者
が
全
体
の
約
八
七
％
を
占
め
て
お
り
、
総
じ
て
教
員
を
担
当
す

る
に
し
て
は
低
学
歴
な
の
が
分
か
る
。

そ
の
た
め
、
教
員
の
中
に
は
、
そ
の
任
に
堪
え
ら
れ
ず
授
業
に
行
く
の
を
怖
が
っ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
り（

（（
（

、「
貪
汚
」、「
浪
費
」
な
ど
、

運
動
に
お
い
て
よ
く
使
う
字
で
す
ら
書
け
な
い
者
も
い
た
。
教
室
に
よ
っ
て
は
秩
序
が
大
い
に
乱
れ
、
授
業
中
に
間
食
を
し
た
り
秧
歌
を
歌
っ

た
り
す
る
生
徒
ま
で
出
る
始
末
だ
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

二　

宣
伝
隊
の
宣
伝
員

一
九
五
〇
年
以
降
各
大
衆
運
動
に
お
い
て
活
躍
し
た
文
化
館
の
宣
伝
隊
も
、
一
九
五
二
年
に
な
る
と
大
き
な
問
題
に
直
面
す
る
。
一
つ
は
、

識
字
班
の
教
員
と
同
様
、
宣
伝
員
の
質
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
宣
伝
員
は
多
く
が
群
衆
の
な
か
の
積
極
分
子
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、

彼
ら
の
能
力
は
玉
石
混
淆
で
あ
り
、
任
務
を
う
ま
く
遂
行
で
き
な
い
者
も
い
た
。
例
え
ば
第
九
区
の
宣
伝
員
に
つ
い
て
言
及
し
た
あ
る
史
料
で

は
、
区
内
の
あ
る
読
報
員
が
、「
人
為
財
死
、
鳥
為
食
亡
」（
金
銭
や
食
べ
物
を
追
求
し
た
た
め
に
身
を
滅
ぼ
し
た
者
た
ち
を
描
い
た
寓
話
）
と
い

う
話
を
使
っ
て
三
反
運
動
を
解
説
し
て
い
る
の
を
、「
政
策
を
曲
解
し
て
い
る
」
と
し
て
問
題
視
し
て
い
る（

（（
（

。

第
二
の
問
題
は
、
宣
伝
隊
の
管
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
名
目
上
、
識
字
班
の
宣
伝
隊
を
管
轄
す
る
の
は
各
区
の
文
化
館
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

ら
文
化
館
は
各
区
政
府
文
教
科
の
指
導
下
に
あ
っ
た（

（（
（

。
た
だ
、
リ
バ
ソ
ー
ル
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
区
政
府
に
お
い
て
宣
伝
工
作
に

積
極
的
な
党
幹
部
は
少
な
く
、
文
化
館
に
対
す
る
指
示
も
不
十
分
で
あ
っ
た（

（（
（

。
そ
の
た
め
、
文
化
館
が
中
心
と
な
っ
て
宣
伝
隊
を
管
理
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
が
、
仕
事
量
に
比
し
て
常
勤
職
員
の
数
が
足
り
ず
、
職
務
に
支
障
を
き
た
し
た
。
し
か
も
、
各
運
動
の
進
展
と
と
も
に
文
化
館

以
外
の
機
関
・
団
体
（
婦
聯
、
派
出
所
、
建
政
組
、
抗
美
援
朝
支
会
、
中
蘇
有
協
支
会
、
衛
生
科
な
ど
）
で
も
宣
伝
隊
を
組
織
す
る
よ
う
に
な



二
八

り
、
管
理
の
上
で
さ
ら
に
混
乱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
個
々
の
宣
伝
隊
同
士
の
連
携
不
足
に
よ
る
弊
害
が
ひ
ど
か
っ
た
と
い
う
。
文
化

館
が
物
資
交
流
展
覧
大
会
の
宣
伝
を
準
備
し
て
い
た
時
に
派
出
所
が
防
奸
模
範
の
選
抜
に
つ
い
て
宣
伝
す
る
（
第
九
区
の
例
）
な
ど
、
宣
伝
隊

ご
と
に
個
別
の
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

第
三
の
問
題
は
、
個
々
の
宣
伝
員
が
宣
伝
員
以
外
の
職
務
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
り
多
忙
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
能
力
が
不
足
し
て

い
る
宣
伝
員
が
い
る
反
面
、
能
力
の
高
い
宣
伝
員
に
は
逆
に
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
集
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、

一
部
の
者
は
食
事
を
す
る
時
間
す
ら
な
い
ほ
ど
多
忙
を
極
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
宣
伝
員
の
な
か
に
は
名
誉
や
単
に
出
し
ゃ

ば
り
た
い
た
め
に
兼
職
を
多
く
す
る
者
も
い
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
宣
伝
活
動
に
専
心
す
る
の
は
難
し
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
宣
伝
活
動
を
欠
席
す
る
宣
伝
員
が
い
た
り
、
形
式
的
な
宣
伝
で
済
ま
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

三　

各
事
業
の
整
理

以
上
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
五
二
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
各
事
業
は
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
あ

り
よ
う
を
識
字
班
と
宣
伝
隊
と
に
分
け
て
見
て
い
く
。

（
一
）
識
字
班
の
整
理

教
員
の
質
を
問
題
視
し
た
識
字
運
動
委
員
会
は
、
一
九
五
二
年
一
一
月
に
能
力
に
問
題
の
あ
る
教
員
の
整
理
に
取
り
か
か
っ
た（

（（
（

。
そ
の
結
果
、

確
か
に
初
級
小
学
校
を
最
終
学
歴
と
す
る
教
員
の
割
合
は
減
り
（〔
一
九
五
二
年
八
月
→
一
九
五
三
年
三
月
、
以
下
同
じ
〕
三
一
％
→
三
・
四
％
）、

逆
に
初
級
中
学
校
在
学
な
い
し
卒
業
を
最
終
学
歴
と
す
る
教
員
の
割
合
が
増
加
し
た
（
二
〇
％
→
五
六
・
九
％
）。
た
だ
、
そ
れ
は
能
力
の
高
い

教
員
を
新
た
に
採
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
能
力
の
低
い
教
員
を
解
雇
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、



二
九

全
教
員
の
数
自
体
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
九
七
〇
八
人
→
三
一
八
一
人（

（（
（

）。
ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
識
字
班
の
整
理
も
行

わ
れ
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
識
字
運
動
委
員
会
は
、
識
字
運
動
の
重
点
を
量
（
大
量
の
群
衆
に
、
速
成
識
字
法
を
利
用
し
て
「
突
撃
的
」
に

読
み
書
き
を
教
え
る
と
い
う
方
針
）
か
ら
質
（
や
る
気
の
あ
る
学
生
に
着
実
に
読
み
書
き
を
教
え
る
）
へ
転
換
さ
せ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

か
か
る
流
れ
は
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
、
例
え
ば
一
九
五
四
年
に
は
、
出
席
情
況
が
芳
し
く
な
い
識
字
班
の
学
生
の
処
理
方
法
（
退
学
を
含
む
）

な
ど
を
定
め
た
「
天
津
市
各
区
識
字
学
校
学
員
考
勤
、
考
試
及
学
員
学
籍
処
理
辦
法
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
以
降
（
特
に
一
九
五
二
年
六
月
以
降
）
質
よ
り
も
量
を
追
い
求
め
る
傾
向
が
あ
っ
た
天
津
の
識
字
教
育
は
、
こ

こ
に
及
ん
で
量
か
ら
質
へ
と
、大
き
く
方
針
を
転
換
す
る
に
至
っ
た
。そ
の
た
め
、識
字
班
に
通
う
学
生
数
は
一
九
五
二
年
八
月
の
三
二
万
七
七
三
四

人
を
頂
点
に
そ
の
後
み
る
み
る
減
っ
て
い
き
、
一
九
五
三
年
六
月
に
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
の
一
五
万
八
二
三
七
人
に（

（（
（

、
そ
し
て
一
九
五
四

年
九
月
に
は
四
万
七
〇
〇
〇
人
余
ま
で
落
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る（

（（
（

。

（
二
）
宣
伝
隊
の
整
理

情
況
を
打
開
す
る
た
め
、
一
九
五
二
年
か
ら
各
区
の
文
化
館
は
宣
伝
隊
の
整
理
に
着
手
し
た
。
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
区
で
宣
伝
員
の
訓
練
が

行
わ
れ
、
積
極
分
子
の
能
力
の
向
上
と
、
問
題
の
あ
る
人
物
の
ふ
る
い
落
と
し
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
指
導
体
制
の
混
乱
と
い
う
問
題
に
対
し

て
は
中
国
共
産
党
天
津
市
委
員
会
宣
伝
部
が
動
き
、
一
〇
月
、
各
機
関
・
団
体
に
所
属
し
て
い
る
宣
伝
隊
に
対
し
文
化
館
の
指
導
に
従
う
べ
し

と
の
方
針
が
発
せ
ら
れ
た
（
各
文
化
館
は
区
委
宣
伝
部
の
指
導
を
受
け
る（

（（
（

）。
た
だ
し
、
最
後
に
残
っ
た
宣
伝
員
の
多
忙
化
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
、
結
局
解
決
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
直
後
、
天
津
の
各
区
で
は
基
層
組
織
の
改
組
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

宣
伝
員
の
多
く
が
政
府
の
出
先
で
あ
る
街
公
所
（
後
の
街
道
辦
事
処
）
の
長
や
文
教
委
員
な
ど
の
職
務
に
就
く
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
多
忙
に

な
っ
た
。
ま
た
、
民
衆
自
治
組
織
で
あ
る
居
民
委
員
会
で
も
街
公
所
の
指
導
の
も
と
で
独
自
に
宣
伝
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
も
と
も
と
文

化
館
の
宣
伝
員
だ
っ
た
人
々
が
そ
れ
に
参
加
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
じ
作
業
を
二
つ
の
系
統
の
部
署
が
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
宣
伝
員



三
〇

の
多
く
は
身
近
な
居
民
委
員
会
の
指
示
だ
け
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
文
化
館
は
宣
伝
隊
の
指
導
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

同
様
の
こ
と
は
ど
う
や
ら
国
内
の
他
の
地
域
で
も
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
折
し
も
中
央
人
民
政
府
文
化
部
よ
り
「
文
化
館
、
站
工
作
の
整

頓
と
強
化
に
関
す
る
指
示
」
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
文
化
館
は
本
来
群
衆
文
化
活
動
を
展
開
す
る
事
業
機
構
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
実
際

は
本
来
の
業
務
範
囲
を
超
え
て
活
動
し
て
い
る
文
化
館
が
少
な
く
な
い
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
文
化
館
が
本
来
の
職
務
に
戻
る
こ
と
を
指
示

し
、
あ
わ
せ
て
文
化
館
活
動
の
規
模
の
縮
小
が
提
起
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
影
響
は
ま
も
な
く
天
津
に
も
及
び
、
結
局
文
化
館
と
宣
伝
隊
と
の
関

係
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
以
降
文
化
館
は
文
学
・
文
芸
・
演
芸
の
振
興
な
ど
群
衆
文
化
関
係
の
職
務
に
専
心
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

お
わ
り
に

以
上
、
天
津
で
の
例
を
も
と
に
、
中
華
人
民
共
和
国
初
期
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
動
向
、
お
よ
び
そ
れ
と
大
衆
運
動
と
の
関
係
に
つ
い

て
見
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
解
放
」
後
天
津
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
規
模
が
従
来
に
比
べ
て
未
曾
有
の
拡
大
を
示
し
た
こ
と
、
一
九
五
〇

年
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
抗
美
援
朝
運
動
や
反
鎮
運
動
で
も
そ
う
し
た
「
社
会
教
育
」
が
、
特
に
街
区
で
の
宣
伝
や
動
員
で
大
い
に
力
を
発
揮
し

た
こ
と
、
さ
ら
に
群
衆
の
積
極
分
子
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
上
で
も
「
社
会
教
育
」
の
各
活
動
が
役
に
立
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
、
群
衆
に
教
育
や

宣
伝
を
任
せ
た
分
、
担
当
者
の
教
育
能
力
や
兼
職
に
起
因
す
る
様
々
な
問
題
が
発
生
し
、
最
終
的
に
人
員
の
整
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
清
末
以
来
中
国
の
各
政
府
は
、
民
衆
知
識
の
向
上
を
め
ざ
す
べ
く
、
教
育
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
は
、
教
育
を
通
し
て
「
国
民
」
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
を
富
強
化
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ
っ



三
一

た
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
人
民
共
和
国
初
期
天
津
の
教
育
・
宣
伝
の
あ
り
方
は
、
如
上
の
理
想
を
か
な
り

の
程
度
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
そ
れ
に
教
育
・
宣
伝
を
受
け
る
べ
き

人
々
（
学
生
、
労
働
者
、
失
業
青
年
、
主
婦
な
ど
）
ま
で
も
が
教
員
・
宣
伝
員
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
、
彼
女

ら
の
な
か
に
は
純
粋
に
識
字
教
育
の
必
要
性
や
国
家
建
設
に
対
す
る
信
念
か
ら
活
動
に
参
加
し
た
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
社
会
的
上
昇
の
た
め
や
、
迫
害
を
免
れ
る
た
め
に
教
員
な
ど
に
な
っ
た
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
が
積
極
的

に
国
家
の
主
導
す
る
教
育
・
宣
伝
活
動
に
参
加
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
通
じ
て
末
端
の
政
治
や
行
政
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
さ
ら

に
言
え
ば
、「
教
育
」
の
名
の
下
に
国
家
の
政
策
に
合
わ
な
い
者
た
ち
を
攻
撃
さ
え
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
）
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な

変
化
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
反
面
、
群
衆
の
教
育
・
宣
伝
活
動
へ
の
参
加
は
、
現
場
に
多
大
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
一
部
で
教
育
や
宣
伝
の

効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
り
、
内
容
が
曲
解
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
に
対
し
て
政
府
や
関
係
機
関
は
十
分
な
統
制
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
危
機
や
各
大
衆
運
動
の
嵐
の
中
で
天
津
に
形
成
さ
れ
た
こ
の
新
し
い
教
育
・
宣
伝
の
形
は
、
あ
る

意
味
で
諸
刃
の
剣
の
よ
う
に
、
ジ
レ
ン
マ
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
三
年
以
降
政
府
は
従
来

の
よ
う
な
形
（
群
衆
教
員
を
抑
制
、
量
よ
り
質
を
重
視
）
に
戻
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
や
ら
大
躍
進
運
動
期
に
な
る
と
群
衆
が
再
び
教

育
・
宣
伝
の
場
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
あ
る
い
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
現
れ
た
こ
の
新
し
い
教
育
・
宣
伝
の
形
は
、
更

新
を
重
ね
な
が
ら
大
衆
運
動
と
と
も
に
そ
の
後
も
繰
り
返
し
登
場
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
社
会
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
文
化
大
革
命
期
を
も
射
程
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
天
津
の
事
例
の
み
に
つ
い
て

考
察
し
た
が
、
他
の
地
域
の
動
向
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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（
１
）		

日
本
語
に
も
社
会
教
育
（shakai kyoiku

）
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、
中
国
の
社
会
教
育
（shehui jiaoyu

）
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
た
め
、
中
国
の
社

会
教
育
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
は
「
社
会
教
育
」
と
表
記
す
る
。

（
２
）		
拙
稿
「
近
代
天
津
に
お
け
る
『
社
会
教
育
』
の
変
容
過
程
」
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
学
位
請
求
論
文
（
平
成
一
九
年
度
）、
二
〇
〇
八
年
（
未

刊
）。
同
「
平
民
教
育
と
天
津
社
会
―
中
華
民
国
北
京
政
府
期
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
地
域
性
―
」
山
本
英
史
編
『
近
代
中
国
の
地
域
像
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
。

（
３
）		

こ
う
し
た
研
究
の
な
か
で
、
人
民
共
和
国
初
期
の
（
人
民
）
文
化
館
に
つ
い
て
検
討
し
た
以
下
の
研
究
は
注
目
に
値
す
る
。
横
山
宏
「
中
華
人
民
共
和
国
に
お

け
る
人
民
文
化
館
―
そ
の
沿
革
を
中
心
と
し
た
若
干
の
考
察
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
五
輯
（
哲
学
、
史
学
編
）、
一
九
八
九
年
。
た
だ
、

文
化
館
の
活
動
と
大
衆
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
考
察
が
十
分
で
な
い
。
な
お
、
近
代
中
国
の
「
社
会
教
育
」
に
関
す
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
近
代
中
国
『
社
会
教
育
』
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」『
中
央
大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
』
三
二
号
、
二
〇
〇
八
年
に
詳
し
い
。

（
４
）		

拙
稿
「
宣
講
所
と
文
化
館
の
あ
い
だ
―
近
代
天
津
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
と
中
国
革
命
―
」
高
橋
伸
夫
編
著
『
救
国
、
動
員
、
秩
序
―
変
革
期
中
国
の
政
治

と
社
会
―
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。

（
５
）		

泉
谷
陽
子
『
中
国
建
国
初
期
の
政
治
と
経
済
―
大
衆
運
動
と
社
会
主
義
体
制
―
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。
金
野
純
『
中
国
社
会
と
大
衆
動
員
―
毛
沢

東
時
代
の
政
治
権
力
と
民
衆
―
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。
岩
間
一
弘
『
上
海
大
衆
の
誕
生
と
変
容
―
近
代
新
中
間
層
の
消
費
・
動
員
・
イ
ベ
ン
ト
―
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。
日
本
上
海
史
研
究
会
編
『
建
国
前
後
の
上
海
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

（
６
）		

他
方
、
農
村
に
お
け
る
社
会
統
合
と
「
宣
伝
教
育
」（「
中
国
共
産
党
が
自
ら
の
政
策
を
促
進
す
る
た
め
に
、
大
衆
に
情
報
を
与
え
て
働
き
か
け
る
様
々
な
手
段
」

の
こ
と
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
河
野
正
氏
が
一
九
五
〇
年
代
の
河
北
省
を
事
例
に
論
じ
て
い
る
。
本
稿
の
問
題
意
識
に
も
近
い
内
容
で
興
味
深
い
が
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
都
市
と
農
村
と
で
は
状
況
が
か
な
り
異
な
る
（
河
野
正
「
中
華
人
民
共
和
国
初
期
、
河
北
省
に
お
け
る
宣
伝
教
育
と
農
村
社
会
―
成
人
教
育
・
機
関

紙
を
中
心
に
―
」『
東
洋
学
報
』
第
九
二
巻
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
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（
７
）		Kenneth Liberthal, Revolution and Tradition in Tientsin, 1949-1952, Stanford: Stanford U

niversity Press, 1980.
（
８
）		
教
育
局
で
は
全
職
員
一
一
六
名
中
、
留
用
さ
れ
た
の
は
五
六
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
、
他
部
署
で
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
た
者
が
一
五
名
、
解
雇
さ
れ
た
者
が

四
五
名
で
あ
っ
た
（
天
津
市
教
育
局
『
教
育
志
』
編
修
辦
公
室
編
『
天
津
教
育
大
事
記
』
下
（
一
九
四
九
―
一
九
八
五
）、
天
津
：
天
津
市
地
方
史
編
修
委
員
会

総
編
纂
室
、
一
九
八
七
年
、
四
頁
。

（
９
）		

「
天
津
市
教
育
局
接
収
工
作
報
告
」（
節
録
）（
一
九
四
九
年
三
月
九
日
）
中
共
天
津
市
委
党
史
資
料
徴
収
委
員
会
・
天
津
市
檔
案
館
編
『
天
津
接
管
史
録
』
北

京
：
中
共
党
史
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
五
四
頁
。

（
10
）		

「
中
国
共
産
党
接
管
天
津
工
作
大
事
記
要
」
前
掲
『
天
津
接
管
史
録
』
八
四
〇
頁
。
前
掲
『
天
津
教
育
大
事
記
』
下
、
二
頁
。

（
11
）		

前
掲
『
天
津
教
育
大
事
記
』、
八
～
一
〇
頁
。

（
12
）		

拙
稿
「
一
九
二
〇
年
代
後
半
～
四
〇
年
代
天
津
に
お
け
る
義
務
教
育
の
進
展
と
そ
の
背
景
」『
東
洋
史
研
究
』
第
六
九
巻
第
四
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
13
）		

張
国
藩
「
天
津
市
一
九
五
〇
年
教
育
工
作
的
基
本
総
結
」『
天
津
教
育
』
第
一
〇
期
、
一
九
五
一
年
、
五
頁
。

（
14
）		

毛
沢
東
『
論
聯
合
政
府
』「
第
八

　
文
化
、
教
育
、
知
識
分
子
問
題
」（
竹
内
実
監
修
、
毛
沢
東
文
献
資
料
研
究
会
編
『
毛
沢
東
集
』
第
九
巻
、
延
安
期
Ⅴ

（
一
九
四
三
・
一
～
一
九
四
五
・
一
二
）、
北
望
社
、
一
九
七
一
年
、
二
五
四
頁
所
収
）。

（
15
）		

陸
定
一
「
新
中
国
的
教
育
和
文
化
」『
天
津
教
育
』
創
刊
号
、
一
九
五
〇
年
、
六
頁
。

（
16
）		

「
天
津
市
教
育
局
関
於
一
年
来
天
津
社
会
教
育
工
作
概
況
」（
一
九
五
〇
年
三
月
）
前
掲
『
天
津
接
管
史
録
』
八
〇
〇
～
八
〇
二
頁
。

（
17
）		

文
化
館
主
催
の
余
暇
活
動
に
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
の
各
年
に
お
い
て
、
最
小
で
三
〇
人
（
一
九
四
九
年
）、
最
大
で
二
〇
二
万
二
六
四
一
人

（
一
九
五
七
年
）
が
参
加
し
て
い
た
（
天
津
市
文
化
局
檔
案
〔
人
民
共
和
国
時
期
檔
案
、
以
下
文
化
局
檔
と
略
す
〕、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
八
五
五
、
天
津
市
文
化
局

計
財
処
「
文
化
局
関
於
図
書
館
、
博
物
館
歴
年
蔵
品
報
告
表
及
文
化
館
十
年
資
料
」
所
収
、「
天
津
市
文
化
館
工
作
十
年
資
料
」〔
一
九
六
一
年
五
月
三
一
日
〕）。
な

お
、
天
津
の
人
口
に
つ
い
て
は
天
津
市
地
方
志
編
修
委
員
会
編
『
天
津
簡
志
』
天
津
：
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
一
七
四
頁
の
表
を
参
照
し
た
。
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（
18
）		

天
津
市
教
育
局
檔
案
（
民
国
時
期
檔
案
）、
Ｊ
一
一
〇
―
三
―
一
一
九
―
六
、
天
津
市
教
育
局
「
本
局
推
行
失
学
民
衆
識
字
教
育
報
告
書
」（
一
九
四
六
年
一
一

月
）。

（
19
）		
寒
江
「
第
八
文
化
館
的
掃
盲
工
作
―
他
們
怎
様
在
三
個
月
内
動
員
了
一
千
四
百
余
人
入
学
？
―
」『
天
津
教
育
』
第
四
・
五
号
、
一
九
五
〇
年
、
三
八
頁
。

（
20
）		

朱
慧
生
「
群
衆
識
字
班
教
学
経
験
介
紹
」『
天
津
教
育
』
第
六
号
、
一
九
五
〇
年
、
二
七
頁
。

（
21
）		

君
里
「
一
九
五
〇
年
天
津
教
育
工
作
者
的
業
績
」『
天
津
教
育
』
第
八
期
、
一
九
五
一
年
、
一
五
頁
。

（
22
）		

前
掲
「
天
津
市
一
九
五
〇
年
教
育
工
作
的
基
本
総
結
」、
五
頁
。

（
23
）		

「
本
市
群
衆
識
字
班
学
員
達
三
万
余
人
」『
天
津
教
育
』
第
一
三
期
、
一
九
五
一
年
、
一
九
頁
。

（
24
）		

天
津
市
識
字
運
動
委
員
会
檔
案
（
人
民
共
和
国
時
期
檔
案
、
以
下
識
字
委
檔
と
略
称
）、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
三
九
〇
―
二
、
天
津
市
教
育
局
職
教
科
「
市
政
府
、

市
教
育
局
関
於
一
九
五
一
年
社
会
教
育
掃
盲
識
字
運
動
的
請
示
通
知
」所
収
、
天
津
市
教
育
局「
天
津
市
群
衆
識
字
教
育
一
九
五
一
年
上
半
期
工
作
総
結
」（
一
九
五
一

年
）。

（
25
）		

前
掲
「
一
九
五
〇
年
天
津
教
育
工
作
者
的
業
績
」、
一
五
頁
。

（
26
）		

前
掲
「
本
市
群
衆
識
字
班
学
員
達
三
万
余
人
」、
一
九
頁
。

（
27
）		

王
鋭
民
「
識
字
教
育
的
開
展
和
應
注
意
的
幾
個
問
題
」『
天
津
教
育
』
第
二
号
、
一
九
五
〇
年
、
九
頁
。
識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
三
二
二
―
一
、
天
津
市

教
育
局
市
識
字
委
「
市
識
字
委
関
於
成
立
群
衆
教
師
業
余
学
校
的
通
知
」
所
収
、
市
識
字
運
動
委
員
会
「
一
九
五
一
年
天
津
市
群
衆
識
字
教
育
実
施
方
法
」（
一
九
五
〇

年
一
一
月
二
五
日
）。

（
28
）		

前
掲
「
天
津
市
群
衆
識
字
教
育
一
九
五
一
年
上
半
期
工
作
総
結
」。
同
史
料
に
よ
る
と
資
金
集
め
の
方
法
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。（
１
）
各
区
の
工
商
業
の
資

本
家
に
対
し
自
主
的
に
寄
付
を
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
、（
２
）
衆
力
を
合
わ
せ
る
か
節
約
す
る
か
し
て
供
出
す
る
、（
３
）
生
産
・
商
業
組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
経
費
を
や
り
く
り
し
て
供
出
す
る
、（
４
）
識
字
班
の
学
生
が
自
主
的
に
寄
付
す
る
。
そ
の
う
ち
の
（
１
）
に
お
い
て
、
資
本
家
に
対
す
る
強
権
的
な
働
き
か
け



三
五

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。

（
29
）		
教
育
局
工
農
教
育
科
「
天
津
市
工
人
業
余
教
育
初
歩
総
結
」『
天
津
教
育
』
第
四
、五
号
、
一
九
五
〇
年
、
一
〇
頁
。
た
だ
し
、
一
九
五
一
年
の
調
査
で
は
、
天

津
で
働
く
職
工
五
二
万
人
の
う
ち
三
七
万
四
〇
〇
〇
人
が
文
盲
、
半
文
盲
と
さ
れ
て
い
る
。
人
口
増
加
に
よ
り
文
盲
数
も
増
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
識
字
委

檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
四
四
五
―
一
、
天
津
市
教
育
局
識
字
運
動
委
員
会
「
市
識
字
運
動
委
員
会
的
組
織
条
例
、
工
作
計
画
」
所
収
、
同
「
天
津
市
各
級
識
字
運

動
委
員
会
組
織
条
例
」）。

（
30
）		

前
掲
「
天
津
市
工
人
業
余
教
育
初
歩
総
結
」、
一
〇
頁
。

（
31
）		

「
天
津
市
職
工
業
余
教
育
委
員
会
組
織
条
例
」『
天
津
教
育
』
第
四
・
五
号
、
一
九
五
〇
年
、
八
六
頁
。

（
32
）		

前
掲
「
天
津
市
工
人
業
余
教
育
初
歩
総
結
」、
一
〇
～
一
一
頁
。

（
33
）		

一
九
五
一
年
に
政
務
院
よ
り
頒
布
さ
れ
た
新
学
制
に
よ
り
、
業
余
学
校
は
識
字
学
校
に
組
織
替
え
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
五
二
年
七
月
に
再
び
分
割
、
そ
の
一

部
が
識
字
運
動
委
員
会
管
轄
の
識
字
班
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
三
二
二
―
二
、
市
識
字
運
動
委
員
会
「
識
字
教
育
一
九
五
一

年
下
半
年
工
作
計
画
」（
一
九
五
一
年
）
所
収
、
同
「
同
名
」。
Ｘ
一
九
八
―
一
―
四
九
三
―
一
、
天
津
市
教
育
局
財
計
科
「
市
教
育
局
関
於
初
等
業
余
学
校
与
識

字
学
校
合
併
後
経
費
開
支
的
規
定
」
所
収
、
市
教
育
局
「
為
請
示
関
於
各
区
初
等
業
余
学
校
与
識
字
学
校
合
併
後
、
経
費
如
何
開
支
由
」。

（
34
）		

識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
四
八
一
―
一
、
天
津
市
教
育
局
財
計
科
「
市
教
育
局
一
九
五
三
年
下
半
年
教
育
工
作
統
計
簡
報
」
所
収
、
市
教
育
局
「
天
津
市

一
九
五
三
年
下
半
年
教
育
統
計
簡
報
」（
一
九
五
三
年
一
二
月
）。

（
35
）		

大
原
信
一
『
中
国
の
識
字
運
動
』
東
方
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
八
二
～
一
八
五
頁
。
呉
遵
民
『
現
代
中
国
の
生
涯
教
育
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
八

～
一
二
一
頁
。

（
36
）		

前
掲
『
天
津
教
育
大
事
記
』
下
、
三
九
～
四
〇
頁
。

（
37
）		

前
掲
「
天
津
市
各
級
識
字
運
動
委
員
会
組
織
条
例
」。



三
六

（
38
）		

識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
四
一
八
―
九
、
天
津
市
教
育
局
市
掃
盲
委
「
市
識
字
運
動
委
員
会
八
―
一
二
月
分
及
一
九
五
三
年
一
季
度
工
作
小
結
」
所
収
、

市
教
育
局
「
一
九
五
二
年
天
津
市
掃
除
文
盲
工
作
報
告
」（
一
九
五
三
年
一
月
）。

（
39
）		
た
だ
し
一
部
で
は
、
学
生
を
集
め
る
た
め
に
強
制
的
な
手
段
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
入
学
し
た
学
生
の
中
に
も
「
速
成
識
字
法
」
を
「
苦
労
な

く
、
す
ぐ
に
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と
勘
違
い
す
る
者
が
い
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
入
っ
て
き
た
学
生
の
多
く
は
、
し
ば
ら
く
す
る
と
勉
学
意

欲
を
失
っ
て
し
ま
い
、
退
学
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
「
一
九
五
二
年
天
津
市
掃
除
文
盲
工
作
報
告
」）。

（
40
）		

泉
谷
陽
子
前
掲
書
、
一
八
～
二
五
頁
。

（
41
）		

天
津
市
地
方
志
編
修
委
員
会
編
著
（
郭
鳳
岐
総
編
集
）『
天
津
通
志

　
大
事
記
』
天
津
：
天
津
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
な
お
、
天
津
に
お
け
る
抗

美
援
朝
運
動
・
反
鎮
運
動
の
具
体
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。Liberthal, op. cit., pp.102-124.

（
42
）		

「
天
津
市
一
九
五
一
年
教
育
工
作
計
画
綱
要
」『
天
津
教
育
』
第
一
〇
期
、
一
九
五
一
年
、
七
頁
。

（
43
）		

み
な
朝
鮮
戦
争
関
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
44
）		

崔
鳳
舜
「
我
在
識
字
班
中
進
行
抗
美
援
朝
愛
国
主
義
教
育
的
一
点
経
験
」『
天
津
教
育
』
第
一
二
期
、
一
九
五
一
年
、
四
五
頁
。

（
45
）		

朱
慧
生
「
在
抗
美
援
朝
高
潮
中
的
工
農
群
衆
識
字
班
」『
天
津
教
育
』
第
一
二
期
、
一
九
五
一
年
、
二
二
頁
。

（
46
）		

劉
少
夫
「
職
工
業
余
学
校
是
時
事
宣
伝
的
重
要
陣
地
」『
天
津
教
育
』
第
一
二
期
、
一
九
五
一
年
、
二
一
頁
。

（
47
）		

前
掲
「
天
津
市
群
衆
識
字
教
育
一
九
五
一
年
上
半
期
工
作
総
結
」
な
ど
。

（
48
）		

文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
一
四
五
―
九
、
天
津
市
文
化
局
社
会
文
化
処
「
本
処
関
於
社
会
文
化
工
作
的
総
結
和
計
画
及
文
化
館
的
工
作
意
見
、
報
名
」
所

収
、
文
化
局
「
天
津
市
文
化
館
一
九
五
三
年
工
作
総
結
」。

（
49
）		

化
岡
「
第
四
文
化
館
識
字
班
的
宣
伝
工
作
」『
天
津
教
育
』
一
三
期
、
一
九
五
一
年
、
一
一
頁
。

（
50
）		

前
掲
「
第
四
文
化
館
識
字
班
的
宣
伝
工
作
」、
一
一
頁
。



三
七

（
51
）		

前
掲
「
在
抗
美
援
朝
高
潮
中
的
工
農
群
衆
識
字
班
」、
二
二
頁
。

（
52
）		
前
掲
「
天
津
市
文
化
館
一
九
五
三
年
工
作
総
結
」。
本
文
で
は
主
に
一
九
五
一
年
の
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
た
が
、
一
九
五
二
年
も
同
様
に
識
字
班
に
よ
る
宣

伝
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
第
一
一
区
の
五
馬
路
派
出
所
で
は
識
字
班
の
学
生
だ
け
で
三
四
〇
件
の
検
挙
を
し
て
い
る
（
前
掲
「
一
九
五
二
年
天
津
市
掃

除
文
盲
工
作
報
告
」）。

（
53
）		

前
掲
「
一
九
五
二
年
天
津
市
掃
除
文
盲
工
作
報
告
」。

（
54
）		

例
え
ば
小
学
生
に
よ
る
宣
伝
活
動
の
例
と
し
て
、
以
下
な
ど
が
あ
る
。
劉
寄
生
「
六
区
三
小
黒
牛
城
宣
伝
記
」、「
七
区
中
心
孩
子
們
的
宣
伝
工
作
」、「
十
区
中

心
小
宣
伝
員
們
的
工
作
」（
と
も
に
『
天
津
教
育
』
第
一
二
期
、
一
九
五
一
年
）。

（
55
）		

前
掲
「
職
工
業
余
学
校
是
時
事
宣
伝
的
重
要
陣
地
」、
二
一
頁
。

（
56
）		

リ
バ
ソ
ー
ル
は
、
三
反
運
動
お
よ
び
五
反
運
動
の
意
義
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
抗
美
援
朝
運
動
お
よ
び
反
鎮
運
動
が
天
津
社
会

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
化
館
や
識
字
班
、
そ
し
て
業
余
学
校
が
上
記
大
衆
運
動
で
果
た
し
た
意
味
に
つ
い
て
も
十
分
に

検
討
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
に
官
庁
や
企
業
以
外
の
場
で
の
宣
伝
・
動
員
に
お
い
て
文
化
館
・
識
字
班
・
業
余
学
校
が

果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
（Liberthal, op. cit., pp.97-179

）。

（
57
）		

業
余
学
校
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
の
問
題
が
あ
り
十
分
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
九
五
一
年
前
半
ま
で
の
情
況
に
限
っ
て
言
え
ば
、
問
題
と

な
っ
て
い
た
の
は
、
主
に
教
員
の
健
康
お
よ
び
指
導
方
法
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
業
余
学
校
の
教
育
を
各
小
中
学
校
の
教
員
が
兼
任
し
て
い
た

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
教
員
の
な
か
に
は
、
多
忙
の
た
め
に
体
調
を
崩
す
者
も
い
た
。
ま
た
、
年
齢
的
な
要
因
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
業
余
学
校
の
学
生
は
、
正

規
学
校
に
通
う
学
生
に
比
べ
る
と
能
力
の
点
で
劣
っ
て
い
た
た
め
、
彼
ら
に
対
す
る
指
導
に
困
難
を
感
じ
た
教
員
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
「
天
津
市
工

人
業
余
教
育
初
歩
総
結
」、
一
三
頁
）。
教
員
の
多
忙
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
業
余
学
校
の
授
業
を
専
門
に
担
当
す
る
教
員
が
そ
の
後
新
た
に
採
用
さ
れ
た
が
、
彼

ら
の
多
く
は
知
識
や
経
験
が
不
足
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
よ
う
で
あ
る
（
高
非
「
如
何
克
服
業
校
学
員
流
動
問
題
」『
天
津
教
育
』
第
八



三
八

期
、
一
九
五
一
年
、
四
五
～
四
六
頁
）。

（
58
）		
前
掲
『
中
国
の
識
字
運
動
』、
一
八
五
～
一
八
七
頁
。

（
59
）		
前
掲
「
天
津
市
群
衆
識
字
教
育
一
九
五
一
年
上
半
期
工
作
総
結
」。

（
60
）		

前
掲
「
識
字
教
育
一
九
五
一
年
下
半
年
工
作
計
画
」。

（
61
）		

前
掲
「
一
九
五
二
年
天
津
市
掃
除
文
盲
工
作
報
告
」。

（
62
）		

識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
五
二
三
―
二
一
、
天
津
市
教
育
局
掃
盲
委
「
市
掃
盲
委
、
市
識
字
運
動
委
員
会
関
於
掃
盲
工
作
報
告
、
総
結
」
所
収
、
市
政
府

掃
盲
工
作
委
員
会
「
為
発
去
四
区
半
年
工
作
総
結
供
参
考
由
」（
一
九
五
三
年
八
月
六
日
）。

（
63
）		

識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
四
一
八
―
八
、
前
掲
「
市
識
字
運
動
委
員
会
八
―
一
二
月
分
及
一
九
五
三
年
一
季
度
工
作
小
結
」
所
収
、
市
識
字
委
「
天
津
市

識
字
運
動
十
一
月
分
小
結
」（
一
九
五
三
年
一
月
一
六
日
）。

（
64
）		

識
字
委
檔
、
Ｘ
一
九
八
―
一
―
四
二
五
―
四
、
天
津
市
教
育
局
市
掃
盲
委
「
市
識
字
運
動
委
、
婦
聯
、
団
市
委
等
関
於
推
動
掃
文
工
作
的
調
査
報
告
」
所
収
、

掃
盲
委
棉
三
調
査
組
「
天
津
市
第
三
区
于
廠
大
街
識
字
学
校
典
型
調
査
」（
一
九
五
三
年
一
月
九
日
）。

（
65
）		

文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
一
四
一
―
一
二
、
文
化
局
「
本
局
和
文
化
館
関
於
建
立
街
道
宣
伝
隊
的
調
査
報
告
等
有
関
文
件
」
所
収
、
文
化
局
「
九
区
文
化

館
関
於
街
道
群
衆
宣
伝
員
第
一
期
学
習
班
計
画
（
草
稿
）」。
同
様
の
指
摘
は
や
は
り
第
九
区
の
情
況
に
つ
い
て
述
べ
た
文
化
局
「
文
化
館
対
発
展
整
頓
和
統
一
領

導
全
区
街
道
群
衆
宣
伝
組
織
的
意
見
」（
文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
一
四
一
―
一
四
、
前
掲
「
本
局
和
文
化
館
関
於
建
立
街
道
宣
伝
隊
的
調
査
報
告
等
有
関
文

件
」
所
収
）
に
も
見
え
る
。
な
お
、
天
津
に
お
け
る
三
反
、
五
反
運
動
は
、
一
九
五
一
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
二
年
五
月
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
（Liberthal, 

op. cit., p.161

）。

（
66
）		

か
つ
て
は
教
育
局
が
文
化
館
を
管
轄
し
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
八
月
以
降
、
行
政
上
は
区
政
府
が
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
教
育
局
辦
公
室
編
「
天
津
市

一
九
五
〇
年
教
育
工
作
大
事
記
」『
天
津
教
育
』
第
八
期
、
一
九
五
一
年
、
五
六
頁
）。
た
だ
し
、
業
務
上
で
は
教
育
局
と
文
化
局
の
指
導
も
受
け
て
い
た
（
Ｘ



三
九

一
九
八
―
一
―
三
九
〇
―
四
、
市
政
府
「
為
発
布
『
関
於
文
化
館
問
題
的
決
定
』
希
即
遵
辦
由
」（
一
九
五
一
年
四
月
二
五
日
）。

（
67
）		Liberthal, op. cit., p.103. 

市
政
府
委
「
関
於
全
市
文
化
館
的
情
況
報
告
及
今
後
意
見
」（
一
九
五
一
年
四
月
）。

（
68
）		
前
掲
「
文
化
館
対
整
頓
発
展
和
統
一
領
導
全
区
街
道
群
衆
宣
伝
組
織
的
意
見
」。

（
69
）		

文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
一
四
一
―
一
八
、
前
掲
「
本
局
和
文
化
館
関
於
建
立
街
道
宣
伝
隊
的
調
査
報
告
等
有
関
文
件
」
所
収
、
文
化
局
「
関
於
整
頓
各

区
群
衆
宣
伝
組
織
、
建
立
宣
伝
隊
工
作
的
進
行
状
況
和
幾
個
収
容
問
題
（
提
供
宣
伝
会
議
討
論
）」（
一
九
五
二
年
）。

（
70
）		

前
掲
「
天
津
市
識
字
運
動
十
一
月
分
小
結
」。

（
71
）		

前
掲
「
市
教
育
局
一
九
五
三
年
下
半
年
教
育
工
作
統
計
簡
報
」。

（
72
）		

同
上
。

（
73
）		

前
掲
「
為
請
示
関
於
各
区
初
等
業
余
学
校
與
識
字
学
校
合
併
後
、
経
費
如
何
開
支
由
」。

（
74
）		

前
掲
「
関
於
整
頓
各
区
群
衆
宣
伝
組
織
、
建
立
宣
伝
隊
工
作
的
進
行
状
況
和
幾
個
収
容
問
題
（
提
供
宣
伝
会
議
討
論
）」。

（
75
）		

文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
一
四
一
―
一
、
天
津
市
文
化
局
社
会
文
化
処
「
本
局
和
文
化
館
、
関
於
建
立
街
道
宣
伝
隊
的
調
査
、
報
告
等
関
係
文
献
」
所
収
、

文
化
局
「
天
津
市
八
区
群
衆
宣
伝
組
織
調
査
報
告
與
今
後
工
作
改
進
意
見
」（
一
九
五
三
年
五
月
二
八
日
）。

（
76
）		

文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
一
四
七
―
一
一
、
文
化
局
「
関
於
調
整
行
政
区
画
方
案
及
文
化
館
站
調
整
方
案
和
結
果
」
所
収
、「
関
於
整
頓
和
加
強
文
化
館
、

站
工
作
的
指
示
（
草
案
）」（
一
九
五
三
年
一
二
月
二
一
日
）。

（
77
）		

前
掲
「
天
津
市
文
化
館
一
九
五
三
年
工
作
総
結
」。

（
78
）		

天
津
市
地
方
志
編
修
委
員
会
編
著
（
郭
鳳
岐
主
編
）『
天
津
通
志

　
基
礎
教
育
志
』
天
津
：
天
津
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
六
〇
六
～
六
〇
七
頁
。

文
化
局
檔
、
Ｘ
一
九
九
―
一
―
三
〇
二
―
一
、
天
津
市
文
化
局
辦
公
室
「
各
局
属
単
位
関
於
文
化
工
作
的
総
結
」
所
収
、
市
文
化
局
「
天
津
文
化
工
作
専
題
材
料
」

（
一
九
五
九
年
一
月
）。



四
〇

（
付
記
）
本
稿
は
平
成
二
二
～
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
近
現
代
中
国
に
お
け
る
伝
統
芸
能
の
変
容
と
地
域
社
会
」

（
課
題
番
号
：
二
二
三
二
〇
〇
七
〇
、
研
究
代
表
者

　
氷
上
正
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

静
岡
大
学
に
赴
任
し
て
以
来
、
重
近
先
生
に
は
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
。
大
学
の
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
て
、
少
し
ず
つ
先
生
の

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
矢
先
に
突
然
旅
立
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
か
自
分
が
こ
ん
な
に
早
く
静
岡
大
学
の
東
洋
史

を
支
え
る
立
場
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
今
、
そ
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。
重
近
先
生
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。


